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ま ち の 風 景

牛たち のびのびと 放牧スタート
　大内地域にある大小屋放牧場での夏期預託放

牧が５月22日から行われています。桜の花が咲

く標高220　付近の広大な牧場に放たれた黒毛

和種など61頭が、大地の感触を楽しむかのように

のびのびと歩き回りながら草を食べていました。

　市が管理する放牧施設は、畜産農家の負担軽

減や牛の足腰の強化、繁殖などを目的として由

利、大内、東由利、鳥海地域にあり、今年はお

よそ180頭が放牧される予定です。

メー
トル

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています

表
紙
の
紹
介

　
改
築
に
向
け
、
工
事
が
始
ま
っ
た
本
荘

南
中
学
校
（
井
上
利
昭
校
長
、
生
徒
数
三

百
四
十
四
人
）。
同
校
に
は
、
幅
三･

六
�
、

長
さ
百
三
十
七
�
と
い
う
、
木
造
校
舎
と

し
て
は
全
国
屈
指
の
広
く
て
長
い
廊
下
が

あ
り
、
生
徒
た
ち
か
ら
「
広
廊
下
」
と
呼

ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。  

　
広
廊
下
の
解
体
を
前
に
、
同
校
の
生
徒

会
が
記
念
と
し
て
行
っ
た
の
が
「
長
さ
百

四
十
　
の
の
り
巻
き
作
り
」。 

　
み
ん
な
で
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
見
事

一
直
線
の
の
り
巻
き
を
巻
き
上
げ
た
生
徒

た
ち
の
笑
顔
は
、
充
実
感
と
達
成
感
で
輝

い
て
い
ま
し
た
。 

ひ
ろ
ろ
う
か 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 



３�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７�

林
し
た
、
歴
史
あ
る
海
岸
林
も
あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ｄ
Ｋ
が
創
業
の
地
に
根
ざ
し
た
証
し
と

し
て
、
ク
ロ
マ
ツ
の
再
生
に
ご
支
援
く
だ

さ
っ
た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
長
年
に
わ
た
り
こ
の
地
域
に
活
力
を

与
え
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
安
定
し
て
く

れ
た
こ
と
に
も
、
併
せ
て
深
く
感
謝
し
ま

す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
が
本
荘
工
業
団
地
に

工
場
を
新
設
さ
れ
、
地
域
に
働
く
場
所
を

確
保
し
て
く
れ
る
こ
と
は
ま
さ
に
明
る
い

希
望
で
す
。
こ
の
事
業
で
植
樹
し
た
九
万

本
の
ク
ロ
マ
ツ
が
大
き
く
成
長
す
る
こ
と

を
念
願
し
ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
澤
部
会
長
は
「
斎
藤
憲
三
先
生
が
秋
田

で
起
業
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
七
十
二
年
。

今
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、
地
域
社
会
の

皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
昭
和
三
十
九
年
、

こ
の
地
域
に
研
修
生
と
し
て
滞
在
し
、
鳥

海
山
の
美
し
さ
、
そ
れ
を
飾
る
海
岸
線
の

松
の
緑
の
き
れ
い
な
こ
と
に
感
銘
し
ま
し

た
。
そ
の
松
が
枯
れ
て
い
る
姿
に
心
が
痛

み
、
こ
の
再
生
事
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
見
る

と
き
、
企
業
活
動
は
と
も
す
れ
ば
自
然
破

壊
に
つ
な
が
る
怖
さ
が
あ
り
ま
す
。
地
球

へ
の
感
謝
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
良
き
市
民
と
し
て
事

業
展
開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
第
二
の
戦
略
拠
点

と
し
て
由
利
本
荘
市
に
整
備
を
計
画
し
て

い
る
新
工
場
は
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
自
然

を
大
切
に
す
る
も
の
に
し
た
い
。
市
の
発

展
と
海
岸
の
松
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。�
�

　会社の記念事業であり、主人と�
３人で参加しました。植樹事業で�
緑が増え、早く以前のような松林�
が再生できればと思います。子ど�
もと、この苗木が一緒に成長する�
姿を楽しみにしながら、時々、こ�
こに見に来ようと思っています。�

森へのメッセージを読み�
上げる渡邊大貴君�

植樹祭に参加した森岡美智代さん（西目町�
　　　　　　　　　　　潟端・38歳 右）と�
　　　　　　　　　　　　　杏介君（７歳）�

早
く
以
前
の
よ
う
な
松
林
に�

苗
木
二
千
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
の
作

業
を
も
っ
て
西
目
地
域
で
計
画
さ
れ
た
植

樹
を
終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
記
念
の
標

柱
を
設
置
。
美
し
い
松
林
の
復
活
に
願
い

を
託
し
ま
し
た
。�

　
最
後
に
緑
の
少
年
団
を
代
表
し
、
西
目

小
六
年
の
渡
邊
大
貴
君
が
「
水
と
緑
に
感

謝
す
る
心
を
持
ち
、
豊
か
な
自
然
を
未
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
、美
し
く
、か
け
が
え
の

な
い
森
林
を
守
り
、
大
切
に
育
て
ま
す
」

と
森
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
。
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。�

　
「
ゆ
り
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
対
す
る
支
援
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
創
業
七
十

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
本
市
に
一
億
二
千
万
円
、
に
か
ほ
市

に
八
千
万
円
、
合
わ
せ
て
二
億
円
の
資
金

援
助
の
ほ
か
、
下
刈
り
な
ど
保
育
作
業
と

い
っ
た
人
的
支
援
を
含
む
内
容
。
市
で
は

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
国
道
７
号
沿
い

な
ど
で
七
千
本
を
超
え
る
枯
れ
松
の
処
理

と
二
十
一
㌶
で
九
万
本
に
及
ぶ
苗
木
の
植

樹
を
計
画
。�

　
美
し
い
松
林
の
景
観
と
海
岸
林
の
有
す

る
機
能
を
復
元
す
る
た
め
、
今
後
は
本
荘

地
域
で
の
植
樹
と
と
も
に
、
年
次
計
画
で

の
保
育
作
業
を
推
進
し
ま
す
。�

本荘（1カ所）�

西目（4カ所）�

計（5カ所）�

2�

19�

21

12,900�

77,100�

90,000

●クロマツ植栽� 本�

本�

ha

m2

岩城（3カ所）�

本荘（2カ所）�

西目（4カ所）�

計（5カ所）�

3,709�

1,138�

2,179�

7,026

1,100�

500�

700�

2,300

●枯れ松処理�

プロジェクト概要� 面積、本数など�
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大
手
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
の
Ｔ
Ｄ
Ｋ
株

式
会
社
か
ら
市
に
一
億
二
千
万
円
の
資
金

援
助
を
受
け
、
昨
年
度
か
ら
「
ゆ
り
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
進
め
て

き
た
枯
れ
松
の
伐
採
や
ク
ロ
マ
ツ
の
植
樹

な
ど
に
か
か
る
一
定
の
達
成
を
祝
い
、
五

月
十
二
日
、
西
目
地
域
で
記
念
碑
除
幕
式

と
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
西
目
町
出
戸
の
浜
館
公
園
で
行
わ
れ
た

記
念
碑
除
幕
式
に
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
関
係
者
や

県
議
会
議
員
、
西
目
小
の
児
童
、
市
関
係

者
な
ど
約
四
百
人
が
参
加
。
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
澤

部
肇
代
表
取
締
役
会
長
と
伊
藤
副
社
長
、

柳
田
市
長
、
井
島
市
議
会
議
長
な
ど
の
手

で
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
あ
い
さ
つ
の
中
で
柳
田
市
長
は
「
ゆ
り

海
岸
林
の
中
に
は
今
か
ら
二
百
二
十
年
前
、

石
川
善
兵
衛
翁
が
親
子
三
代
に
わ
た
り
植

　
続
い
て
、
公
園
か
ら
歩
い
て
植
樹
祭
会

場
へ
移
動
。
伐
採
処
理
を
終
え
た
、
海
沿

い
の
斜
面
に
、
手
分
け
し
て
ク
ロ
マ
ツ
の�

標
柱
の
設
置
や
児
童
の
メ
ッ�

セ
ー
ジ
発
表
に
、
参
加
し
た�

皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
が�

送
ら
れ
ま
し
た
。�

日本海を望む浜館�
公園で行われた記�
念碑の除幕式�

柳田市長と澤部会長（右）が握手�

浜
館
公
園
で
記
念
碑
除
幕
式�

植
樹
祭
に
は
　
人
が
参
加�

400



　
本
市
は
、
面
積
が
約
千
二
百
九
平
方
㌔
㍍

で
、
県
内
一
の
面
積
で
す
。
こ
の
広
い
面
積

を
国
道
７
号
な
ど
の
基
幹
路
線
を
中
心
に
県

道
や
市
道
が
つ
な
が
り
、
各
地
域
を
結
ん
で

い
ま
す
。 

　
こ
こ
で
道
路
の
種
類
や
延
長
な
ど
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。 

　
動
脈
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

は
国
道
で
す
。
秋
田
市
か
ら
に
か
ほ
市
へ
つ

な
が
る
国
道
７
号
（
市
内
延
長
約
三
十
四
・
三

㌔
）
、
本
市
か
ら
大
仙
市
へ
国
道
１
０
５
号

（
同
三
十
四
・
五
㌔
）、
横
手
市
へ
国
道
１
０
７

号（
同
三
十
一
㌔
）と
湯
沢
市
へ
国
道
１
０
８

号（
同
五
十
㌔
）や
国
道
３
４
１
号
、
国
道
３

９
８
号
が
市
内
を
走
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

主
要
地
方
道
と
県
道
が
二
十
八
路
線（
同
二

百
三
十
六
・
五
㌔
）、
身
近
な
市
道
三
千
六
百

九
十
二
路
線（
総
延
長
約
二
千
六
十
五
㌔
）が

あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
、
市
道
は
一
級
市
道
、
二
級
市

道
、
そ
の
他
の
市
道
の
大
き
く
三
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
市
道
は
国
道
や
県
道
を
補
う
と

と
も
に
、
通
勤
通
学
な
ど
に
必
要
な
生
活
道

路
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
道
の
認
定
基
準
は
①
一
般
交
通
に
使
用

さ
れ
て
い
る
、
②
道
路
の
両
端
ま
た
は
一
方

が
公
道
に
接
し
て
い
る
、
③
道
路
の
幅
が
四

㍍
以
上（
農
道
・
林
道
事
業
な
ど
で
整
備
さ
れ

た
集
落
道
路
は
除
く
）、
④
道
路
と
し
て
の

構
造
を
完
備
し
て
い
る
こ
と
、
⑤
市
が
権
原

を
取
得
で
き
、
不
適
合
物
件
が
な
い
こ
と
、

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
こ
れ
ら
の
基
準
に
基
づ
き
、
生
活

に
必
要
な
公
道
を
市
道
と
し
て
認
定
し
、
整

備
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
　 

  

　
で
は
、
実
際
に
、
市
道
の
改
良
率
や
舗
装

率
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
今
年
三
月
末
日
現
在
で
、
一
級
市
道
の
改

良
率
が
９８
・
８
％
、
舗
装
率
が
９４
・
９
％
、

二
級
市
道
の
改
良
率
が
９２
・
３
％
、
舗
装
率

が
９１
・
１
％
で
、
一
、
二
級
市
道
で
は
お
お

む
ね
改
良
、
舗
装
が
完
了
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
市
道
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
整
備

を
め
ざ
す
計
画
路
線
が
多
い
こ
と
な
ど
も
あ

り
改
良
率
５３
・
５
％
、
舗
装
率
５５
・
８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。 
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整
備
の
進
む

身
近
な 

生
活
道
路
の
65
％
は
整
備
完
了

　
ふ
だ
ん
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
で
誰
も
が

利
用
し
て
い
る
道
路
。
道
路
は
私
た
ち
の
身
近
な
生

活
を
守
り
、
地
域
の
活
力
を
支
え
る
基
盤
で
す
。 

　
今
号
で
は
、
市
内
の
道
路
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
な

が
ら
、
整
備
状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
初
め
に
、
市
の
道
路
の
状
況
を
見
て
み 

ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
改
良
率
や
舗
装
率
、 

道
路
の
種
類
な
ど
も
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。 

身
近
な
路
線
を
重
点
的
に
整
備

市道の種類と実延長 

（平成19年３月31日現在） 

区分 実延長（km） 路線数 

１級市道

２級市道

その他の市道

合　　計

325.8

245.9

1,492.9

2,064.6

119

145

3,428

3,692

改良率（%） 

98.8

92.3

53.5

65.2

舗装率（%） 

94.9

91.1

55.8

66.2

国道105号・飛鳥大橋で 

＊道路改良率　実延長に対する改良済み延長の割合 
を指し、整備水準の目安となるものです。国が定め 
る道路構造令により、道幅やカーブの半径、路盤構 
成などを基準に、改良済みかどうかが判断されます。 



整
備
の
進
む

身
近
な 
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地
域
の
協
力
を
得
て
計
画
的
に
整
備

　
市
の
道
路
整
備
は
「
市
総
合
発
展
計
画
」 

に
基
づ
き
、
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、 

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
な
ど
も
組
み 

入
れ
な
が
ら
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ 

の
流
れ
を
簡
単
に
ま
と
め
、
図
に
し
て
み 

ま
し
た
。 

着
々
と
進
む

　
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

　
社
会
生
活
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に 

と
っ
て
、
ま
た
広
い
面
積
を
有
す
る
市
の 

発
展
の
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
重 

要
な
社
会
資
本
の
「
道
路
」
。 

　
最
後
に
、
身
近
な
道
路
が
ど
の
よ
う
に 

整
備
さ
れ
て
い
る
か
、
写
真
で
紹
介
し
ま 

す
。 

　
例
え
ば
、
町
内
会
や
行
政
協
力
員
か
ら

道
路
整
備
に
つ
い
て
の
要
望
が
な
さ
れ
た

場
合
は
、
事
業
化
に
向
け
、
道
路
状
況
や

事
業
の
規
模
、
費
用
な
ど
を
精
査
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
ま
す
。
予
算
化
の
目
途
を

定
め
つ
つ
、
緊
急
性
の
あ
る
路
線
や
地
域

住
民
の
合
意
が
な
さ
れ
た
箇
所
が
優
先
さ

れ
、
整
備
計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
地
形
や
地
質
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
調
査
な
ど
に
相
当
の
日
数
を
要
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
こ
で
、
市
の
予
算
の
土
木
費
（
都
市
整

備
や
道
路
、
維
持
管
理
に
使
わ
れ
る
お
金
）

が
い
く
ら
な
の
か
紹
介
し
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
予
算

額
五
百
十
四
億
七
千
万
円
の
う
ち
、
１７
・
３

％
の
八
十
九
億
二
千
九
百
八
十
三
万
六
千

円
が
土
木
費
で
、
民
生
費（
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
の
福
祉
、
子
育
て
や
保
育
に
使
わ

れ
る
お
金
）
に
次
い
で
二
番
目
に
多
い
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
予
算
化
さ
れ
た
事
業
は
地
域
で
の
説
明

会
な
ど
を
開
催
し
た
後
、
測
量
調
査
や
設

計
を
行
い
、
用
地
の
取
得
、
着
工
と
進
み
、

一
連
の
過
程
を
経
て
整
備
さ
れ
ま
す
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
計
画

的
な
整
備
は
進
ま
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
道
路
は
私
た
ち
の
生
活
と
経
済
社
会
活

動
を
支
え
る
最
も
身
近
な
公
共
施
設
。
ま

た
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
う
え
で
も
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
施
設
で
す
。 

　
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
し
、
さ
ら
に
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
今
後
と
も
道
路
整
備
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

道
づ
く
り
で
生
ま
れ
る

快
適
・
豊
か
な
交
通
環
境

図 

道
路
が
整
備
さ
れ
る
ま
で 

地
域
な
ど
か
ら
の
要
望 

 

事
業
の
規
模
な
ど
を
検
討 

道
路
整
備
計
画
を
策
定 

交
通
量
な
ど
を
考
え
、
地
域
に
必
要 

な
道
路
の
整
備
を
計
画
し
ま
す 

道
路
が
完
成 

測
量
調
査
・
設
計 

計
画
し
た
路
線
の
地
形
や
地
質
を
調 

べ
て
、
工
事
の
内
容
を
設
計
し
ま
す 

用
地
の
取
得 

地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
、
整
備
に 

必
要
な
用
地
を
取
得
し
ま
す 

改
良
・
舗
装
工
事 

設
計
に
基
づ
き
、
土
工
、
構
造
物
や 

舗
装
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す 

　この路線の岩城赤平地域での地滑りに
よって路面の隆起や法面の崩落が発生し
たため、昨年度まで、延長300㍍にわたり
法面を緩やかに安定させる工事を行いま
した。今年度は隆起した路面を整正舗装
し、安全な通行ができるように整備します。 

市道二古亀田線災害防除事業市道二古亀田線災害防除事業 
（岩城地域）（岩城地域） 

市道二古亀田線災害防除事業 
（岩城地域） 

●期　　間　平成14～19年度 
●総事業費　４億7,000万円 

●期　　間　平成17～23年度 
●総事業費　10億円 

平
成
１９
年
度  

市
一
般
会
計
予
算
（
歳
出
） 

▲
 

総務費 
7,542,236
（14.7％）

土木費  
8,929,836 
（１７.３％）

公債費 
8,370,247
（16.3％）

教育費 
5,717,876
（11.1％）

民生費 
9,852,626
（19.1％）

 農林  
水産業費

 4,010,888
  （7.8％）

衛生費
2,906,505
（5.6％）

労働費
130,486（0.3％）商工費

1,356,894（2.6％）

消防費
1,892,682（3.7％）

歳　出
514億
7,000万円
514億
7,000万円

災害復旧費
153,945（0.3％）

諸支出金
230,222（0.5％）

予備費
100,326（0.3％）

議会費
275,231（0.5％）

　
皆
さ
ん
は
、
八
月
十
日
が
「
道
の
日
」

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
こ
れ
は
大
正
九
年
八
月
十
日
に
、

わ
が
国
で
最
初
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

の
長
期
計
画
で
あ
る
第
一
次
道
路
改
良

計
画
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、

道
路
の
意
義
・
重
要
性
に
つ
い
て
広
く

関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
が
昭
和
六
十
一
年
度
に
制
定

し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
八
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
道
路
の
役
割
や
大
切
さ
を
お
考
え

に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　この路線は、岩城地域から秋田市、本市
中心部への通勤や亀田地区の観光施設に
至る幹線道路で、日本海沿岸東北自動車

道との接続道路の整備により、国道７号
（本荘～岩城間）の非常時における代替え
路線ともなることから、狭い道路幅を改善
するため、計画的な整備を進めています。 

市道松ヶ崎亀田線道路改良事業 
（本荘地域） 

※１９５７年「本荘市要覧」から 
（現・栄町  本荘郵便局交差点付近） 

﹇
単
位
／
千
円
﹈



整
備
の
進
む

身
近
な 
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　由利地域では、旧小学校の統合に伴い、
子どもたちの安全確保のため「歩道整備計
画」を定め、平成14年度から順次整備を進め
ています。この路線は延長739㍍、幅2.5㍍
の歩道を整備するもので、昨年度に用地を
取得。今年度、工事にかかります。 

市道前郷蟹沢線道路改良事業 
（由利地域） 

●期　　間　平成17～19年度 
●総事業費　２億673万５千円 

　この路線は、国道７号から石脇中心部を
通り市街地や国道105号へつながり、大型
車両の通行も多い主要幹線道路。小・中学生
の通学路でもあり、この交差点部138㍍の
区間が特に渋滞するため、早期の改良要望が
なされていました。右折レーンの設置によ
り、現在は渋滞が大幅に緩和されています。 

市道石脇通線新町交差点改良事業 
（本荘地域） 

●期　　間　平成16～18年度 
●総事業費　１億9,100万円 

　以前までの一方通行が解消され、また、
市道由利橋通線と市道岩渕下美倉町線を結
ぶ路線を新設し、地域住民の利便性の向上
が図られています。また、歩行者にやさし
い幅４㍍の歩道を片側に設置し、付近の公
園や文化施設の利用増進を図るとともに、
神明社を中心とした景観に配慮した路線と
なっています。 

本荘中央地区土地区画整理事業 
（伊勢堂小路線、伊勢堂小路北線） 

●期　　間　平成9～22年度 
●総事業費　129億円 

　この路線が完成し、通勤などに利用され
るに従って、新たなルートが生まれ、西目
地域の中心地を通る車両数が減少。これま
での朝夕の渋滞が大きく緩和され、地域住
民の利便性の向上が図られています。 

市道新道下線道路整備事業 
（西目地域） 

●期　　間　平成14～18年度 
●総事業費　３億8,990万円 

　この路線は国道108号などとつながる生
活幹線道路でありながら道路幅が狭く、通
行上とても危険で、冬期の除雪作業にも支
障を生じていました。昨年12月の供用開始
後は車両の交差もスム－ズになり、通学路
としても安全性が高まりました。今年度は
上部工と取付道路の舗装を計画しています。 

市道針水線橋梁（大畑橋）架け替え事業 
（鳥海地域） 

●期　　間　平成16～19年度 
●総事業費　9,250万円 

　主要地方道鳥海矢島線の矢越バイパスと
同象潟矢島線の交差点から、矢島地域の中
心市街地を縦貫する同仁賀保矢島館合線を
経由し、由利高原鉄道の矢島駅や主な公共
施設が集中する地域を最短で結ぶ路線にな
りました。矢島・鳥海地域の住民の通勤、
通学の送迎や買物などに利用されています。 

市道栩木田線道路改良舗装事業 
（矢島地域） 

●期　　間　平成16～18年度 
●総事業費　２億660万円 

　歩道を整備する前のこの路線は道路幅が
狭く、近年は交通量の増加もあって児童の
通学時などはとても危険な状態でした。小
学校までの歩道が整備されたことにより、
児童の交通上の安全が確保されています。 

市道蔵上里線歩道設置事業 
（東由利地域） 

●期　　間　平成17～18年度 
●総事業費　１億2,060円 

りょう 



～ごみの減量をめざして～�
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市
と
し
て
の
取
り
組
み�

　
市
で
は
、
平
成
十
八
年
度
に

「
由
利
本
荘
市
地
球
温
暖
化
防
止

率
先
実
行
計
画
」
を
策
定
。
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
、
資
源
を

有
効
に
活
用
し
、
ご
み
の
発
生
量

を
減
ら
す
「
も
っ
た
い
な
い
」
運

動
に
取
り
組
み
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
を
図
り
ま
す
。�

家
庭
の
「
ご
み
減
量
化
」
を

応
援
し
て
い
ま
す�

　
ご
家
庭
で
生
ご
み
を
処
理
す
る

た
め
に
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
や

コ
ン
ポ
ス
ト
を
購
入
し
た
方
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。�

▽
補
助
率
　
購
入
費
の
１
／
２
補
助�

▽
補
助
金
の
上
限
　
五
万
円�

▽
例
　
十
万
円（
税
込
み
）の
生
ご
み

処
理
機
を
購
入
し
た
場
合
、
五
万

円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。�

�

不
法
投
棄
、
ポ
イ
捨
て
を
無

く
し
ま
し
ょ
う�

　
市
で
は
、
現
在
二
十
人
の
環
境

監
視
員
が
不
法
投
棄
の
監
視
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年

度
中
に
確
認
さ
れ
た
不
法
投
棄
カ

所
は
、
二
百
六
十
五
カ
所
に
の
ぼ

り
ま
す
。
今
年
は
国
体
開
催
の
年
。

き
れ
い
な
由
利
本
荘
市
で
選
手
を

迎
え
る
た
め
に
も
、
お
互
い
に
注

意
し
て
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
、

不
法
投
棄
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。�

����

地
球
温
暖
化
と
は�

　
私
た
ち
が
住
む
地
球
の
大
気
中

に
は
、
本
来
、
二
酸
化
炭
素
や
メ

タ
ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
地
球
は
、
太
陽

か
ら
の
熱
を
吸
収
し
、
ま
た
地
球

か
ら
外
に
放
出
し
ま
す
。
そ
れ
を

放
出
の
際
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
に

よ
り
適
度
な
熱
が
吸
収
さ
れ
、
地

球
の
温
度
は
適
正
な
温
度
に
保
た

れ
て
い
ま
し
た
。�

　
と
こ
ろ
が
、
化
石
燃
料
の
燃
焼

や
森
林
の
減
少
な
ど
に
よ
り
温
室

効
果
ガ
ス
が
大
量
に
排
出
さ
れ
た

こ
と
で
、
大
気
の
外
に
放
出
さ
れ

る
は
ず
の
熱
が
大
気
中
に
吸
収
さ

れ
、
地
球
の
温
度
が
上
昇
す
る
現

象
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
を
地
球

温
暖
化
と
い
い
、
現
在
、
世
界
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
十
月
一
日
か
ら
ご
み
袋
ご
み
処

理
の
経
費
を
価
格
に
転
嫁
す
る

「
ご
み
の
有
料
化
制
度
」
が
始
ま

り
ま
す
。
施
行
に
伴
う
有
料
指
定

ご
み
袋
の
交
付
を
し
て
い
た
だ
く

取
扱
店
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
商
店
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。�
�

　
有
料
指
定
ご
み
袋
を
交
付
（
販

売
）
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
事
前

に
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
市
の
指

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
申
請
書
は
、
市
役
所
生
活
環
境

課
、
各
総
合
支
所
市
民
課
お
よ
び

出
張
所
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。�

【
添
付
書
類
】�

①
納
税
証
明
書�

②
印
鑑
証
明
書
（
個
人
の
場
合
）

③
定
款
お
よ
び
登
記
簿
謄
本
（
法

人
の
場
合
）�

④
付
近
の
見
取
図�

　
指
定
ご
み
袋
取
扱
店
の
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
に
は
、
次
の
条
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
　
由
利
本
荘
市
内
に
店
舗
を
有

し
、
今
後
一
年
以
上
継
続
し
て
事

業
を
営
む
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。�

　
　
市
税
の
滞
納
お
よ
び
そ
の
他
、

市
に
対
す
る
債
務
の
履
行
を
怠
っ

て
い
な
い
こ
と
。�

�

　
　
指
定
ご
み
袋
の
発
注
、
保
管

お
よ
び
交
付
な
ど
を
適
正
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。�

�

こ
れ
ま
で
販
売
い
た
だ
い
た

業
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い�

　
こ
れ
ま
で
の
ご
み
袋
は
、
商
店
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
自
由
に
販
売
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
「
ご

み
の
有
料
化
」
の
施
行
に
伴
い
、

現
行
の
ご
み
袋
は
、資
源
ご
み（
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
専
用
、
ビ
ン
専
用
）

袋
を
除
い
て
、
十
月
一
日
以
降
の

販
売
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
店

頭
ま
た
は
在
庫
の
管
理
な
ど
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

お
問
合
わ
せ
先�

　
市
役
所
生
活
環
境
課
（
　
　
―

６
２
５
３
）、各
総
合
支
所
市
民
課
。�

市役所玄関に掲げられた「もった�
いない」の看板�「もったいない」ものが捨てられていませんか�

「もったいない」まだまだ�
使えそうな放置自転車の山�
�

～ごみの減量化に向け�
　た取り組みにご協力�
　ください～　�
�
�

1
２４�

有料指定ごみ袋�
取扱店を�
募集しています。�
�
�

〜
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、�

も
う
一
度
皆
さ
ん
と
一
緒
に�

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
〜�

地球温暖化の模式図�

温室効果ガス�
増 大�

地 表 面�

太
陽
の
熱�

放射�

熱吸収�
増加�

　
十
月
一
日
か
ら
ご
み
の
有
料
化

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
伴
い
、

市
消
費
者
の
会
（
磯
貝
道
子
会

長
）
で
は
五
月
十
五
日
、「
第
一
回

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
」
を
市
役
所

の
正
庁
で
開
催
し
、
ご
み
の
減
量

化
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
ま
し
た
。�

　
セ
ミ
ナ
ー
に
は
会
員
な
ど
約
四

十
人
が
出
席
。
最
初
に
市
か
ら
、

「
使
い
捨
て
社
会
」か
ら「
循
環
型

社
会
」
に
向
け
た
意
識
改
革
を
進

め
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
総
合
的
な
ご
み
の
減
量
化
を
進

め
る
た
め
に
有
料
化
に
踏
み
切
る

経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま
し

た
。�

　
続
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や

ご
み
ゼ
ロ
運
動
を
実
践
し
て
い
る

婦
人
団
体
の
代
表
者
、
市
環
境
監

視
員
、
市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
店
長
さ
ん
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ

取
り
組
ん
で
い
る
ご
み
の
減
量
化

な
ど
に
つ
い
て
発
表
。
そ
の
中
で
、

心
な
い
不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
な

い
こ
と
、
ま
た
、
資
源
と
し
て
再

生
す
る
方
が
費
用
が
か
か
っ
た
り
、

環
境
負
荷
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る

場
合
や
、
レ
ジ
袋
を
不
要
と
す
る

買
い
物
客
は
ま
だ
約
一
割
程
度
だ

っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
の
現
状
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り

が
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
る
生
活

ス
タ
イ
ル
に
改
め
、
地
球
環
境
と

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す
る

「
も
っ
た
い
な
い
」
運
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
、

セ
ミ
ナ
ー
を
閉
じ
ま
し
た
。�

セミナーではごみの減量化のさま�
ざまな事例も紹介されました�

心ない「不法投棄」の現場�

由利本荘市消費者の会�
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「 」6月は環境月間月は環境月間�6月は環境月間�

　
地
球
温
暖
化
で
ど
ん
な�

　
影
響
が
あ
る
の
？�

　
こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
む
と
、

二
十
一
世
紀
末
の
気
温
は
一
・�

一
〜
六
・
四
度
上
昇
す
る
と
予�

測
す
る
報
告
も
あ
り
ま
す
。�

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
と

し
て
は
、
海
面
上
昇
や
異
常
気

象
、生
態
系
の
破
壊
、農
業
へ
の

被
害
、
伝
染
病
な
ど
の
増
加
が

生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
昨
年
の
冬
は
「
暖
冬
」
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
球
の

温
暖
化
の
影
響
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。�



　
市
の
森
林
面
積
は
八
万
九
千
㌶
で
、
総

面
積
の
お
よ
そ
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
森
林
は
、
水
源
の
涵
養
や
地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を

有
し
、
私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
木
材
価
格
の
低
迷
や
森
林
所

有
者
の
高
齢
化
な
ど
か
ら
、
山
の
手
入
れ

が
十
分
に
行
き
届
か
な
く
、
こ
の
ま
ま
で

は
本
来
森
林
の
有
す
る
水
源
の
涵
養
な
ど

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
支
障
を
来
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
国
の
支
援
制
度
な

ど
を
活
用
し
て
、
森
林
づ
く
り
の
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。�

                               �
�

��

　
手
入
れ
を
せ
ず
に
山
を
放
っ
て
お
け
ば
、

山
の
価
値
が
下
が
る
だ
け
で
な
く
、
森
林

の
持
つ
大
切
な
働
き
も
十
分
発
揮
で
き
な

く
な
り
ま
す
。�

　
国
で
は
、
森
林
所
有
者
が
山
の
手
入
れ

を
進
め
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
活
動
を
交

付
金
で
支
援
し
ま
す
。
交
付
金
の
名
称
は

「
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
」
で
、

今
年
度
か
ら
五
年
間
の
平
成
二
十
三
年
度

ま
で
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て

き
た
支
援
交
付
金
制
度
よ
り
さ
ら
に
充
実

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

                               �
�

�

　
支
援
の
交
付
金
の
内
容
は
大
き
く
分
け

る
と
次
の
二
つ
に
な
り
ま
す
。�

①
森
林
情
報
の
収
集
活
動�

　
交
付
対
象
者
は
、
市
と
森
林
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
地
域
活
動
の
実
施
に
関
す
る

協
定
を
結
ん
だ
林
業
事
業
体
な
ど
で
、
森

林
情
報
の
収
集
活
動
（
森
林
の
現
況
調

査
）
に
対
し
て
一
㌶
当
た
り
一
万
五
千
円

を
交
付
し
ま
す
。�

②
施
業
実
施
区
域
の
明
確
化
作
業�

　
交
付
対
象
者
は
協
定
に
基
づ
き
森
林
施

業
計
画
の
計
画
期
間
を
通
じ
て
、
所
有
界

の
確
認
や
刈
り
払
い
、
歩
道
の
整
備
な
ど

の
地
域
活
動
を
行
う
森
林
所
有
者
な
ど
で
、

一
㌶
当
た
り
五
千
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。�

�                               �
 �
�

①
森
林
の
現
況
調
査�

　
森
林
施
業
計
画
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な

い
森
林
の
林
木
の
育
成
状
況
、
雑
草
木
の

繁
茂
状
況
な
ど
を
調
査�

②
施
業
実
施
区
域
の
明
確
化
作
業�

　
所
有
界
の
確
認
、区
域
の
位
置
・
形
状
・

面
積
を
把
握
す
る
た
め
の
簡
易
な
測
量�

③
歩
道
の
整
備
な
ど�

　
作
業
道
・
歩
道
の
刈
り
払
い
や
補
修
、既

設
歩
道
間
を
連
絡
す
る
歩
道
の
新
設�

支
援
交
付
金
制
度
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先�

　
市
林
政
課
（
　
　
―
６
３
５
７
）
お
よ

び
各
総
合
支
所
産
業
課
、
ま
た
は
本
荘
由

利
森
林
組
合
（
　
　
―
４
１
４
１
）
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。�
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愛
知
県
日
進
市
の
イ
ト
ウ
金
属

工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

の
伊
藤
喜
太
郎
さ
ん
（
鳥
海
町
平

根
出
身
・
七
十
四
歳
）
が
市
に
寄

贈
く
だ
さ
っ
た
、
高
名
な
小
原
和

紙
工
芸
家
・
春
日
井
範
之
さ
ん
作

の
和
紙
絵
画
を
修
身
館
に
展
示
し

て
い
ま
す
。�

　
伊
藤
さ
ん
は
昨
年
の
十
月
と
十

二
月
に
も
、
鳥
海
地
域
の
提
鍋
と

久
保
か
ら
望
む
鳥
海
山
を
描
い
た

春
日
井
さ
ん
に
よ
る
四
曲
び
ょ
う

ぶ
を
市
に
寄
贈
。
合
併
前
の
旧
鳥

海
町
に
対
し
て
も
、
生
ま
れ
育
っ

た
古
里
に
錦
を
飾
る
数
々
の
篤
志

を
表
さ
れ
て
お
り
、
「
古
里
の
喜

び
」
と
題
す
る
今
回
の
大
作
で
も
、

伊
藤
さ
ん
の
愛
郷
心
を
く
み
、
鳥

海
山
を
背
景
に
市
の
花
、
木
、
鳥

で
あ
る
さ
く
ら
、
ケ
ヤ
キ
、
キ
ジ

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。�

　
た
び
た
び
に
わ
た
る
伊
藤
さ
ん
か
ら
の

秀
作
の
寄
贈
に
柳
田
市
長
は
、
六
十
年
前

母
親
の
見
送
る
言
葉
を
ふ
と
こ
ろ
に
し
て

生
ま
れ
た
平
根
を
船
出
し
て
以
来
、
青
雲

の
志
を
胸
に
名
古
屋
で
身
を
立
て
会
社
を

興
し
て
活
躍
し
、
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も

忘
れ
る
こ
と
な
く
古
里
を
思
う
伊
藤
さ
ん

に
お
礼
を
述
べ
、
直
接
揮
毫
し
た
感
謝
状

を
手
渡
し
て
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。�

▲修身館に展示中の「古里の喜び」に見入る人たち�

子どもたちの安全を守るのは地域の使命�

▲伊藤氏（左）に功績を綴った感�
　謝状の説明をする柳田市長�

左から佐藤さん、前川さん、猪股さん、工藤さん�

伊
藤
さ
ん
が
ま
た
ビ
ッ
グ
な
贈
り
物�

　今年度、市でスクールガード・リーダー（地
域学校安全指導員）としてご活躍いただく方々
に対し、４月２５日、県教育委員会から委嘱状が
交付されました。�
　スクールガード・リーダーは今年度で２年目
となる制度。学校に対して巡回や助言を行い、
子どもたちの登下校の巡回・見守り活動の中心
的役割を担っていただきます。�

　
こ
の
た
び
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
の
は
猪
股
達
雄
さ

ん
（
六
十
九
歳
・
大
鍬
町
）
、
前
川
政
治

さ
ん
（
六
十
三
歳
・
岩
城
二
古
）
、
佐
藤

允
尚
さ
ん
（
六
十
三
歳
・
矢
島
町
田
中

町
）、
工
藤
和
雄
さ
ん
（
六
十
歳
・
石
脇
）

の
四
人
。
猪
股
さ
ん
は
鶴
舞
小
、
尾
崎
小
、

小
友
小
、
石
沢
小
、
八
塩
小
、
高
瀬
小
を
、

前
川
さ
ん
は
亀
田
小
、
道
川
小
、
岩
谷
小
、

下
川
大
内
小
、
上
川
大
内
小
を
、
佐
藤
さ

ん
は
由
利
小
、
矢
島
小
、
直
根
小
、
川
内

小
、
笹
子
小
を
、
工
藤
さ
ん
は
子
吉
小
、

北
内
越
小
、
新
山
小
、
松
ヶ
崎
小
、
西
目

小
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
ま
す
。
新
山
小
な

ど
で
は
助
言
を
受
け
て
看
板
の
新
設
な
ど

に
至
っ
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。�

　
昨
年
、
管
内
で
は
不
審
者
に
よ
る
声
か

け
事
例
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
ま
だ
ま

だ
地
域
の
安
全
・
安
心
が
十
分
に
確
保
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
中
、
子
ど
も
た

ち
を
守
る
心
強
い
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

４人のスクールガード・�
　　　　　　リーダー�

安
全
な
登
下
校
を
サ
ポ
ー
ト�

地域の安全を見守る�

　
森
林
を
所
有
す
る
方
が
自
ら
立
て
る

森
林
施
業
の
実
行
プ
ラ
ン
で
す
。�

　
森
林
所
有
者
は
自
分
の
森
林
に
つ
い

て
森
林
施
業
に
関
す
る
四
十
年
以
上
の

長
期
の
方
針
と
造
林
・
保
育
・
間
伐
・

伐
採
な
ど
の
五
カ
年
計
画
を
立
て
、
市

長
な
ど
に
計
画
の
認
定
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
森
林
所
有
者
か

ら
森
林
施
業
に
関
す
る
長
期
の
委
託
を

受
け
た
方
が
森
林
所
有
者
に
代
わ
っ
て

認
定
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
認

定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す

る
森
林
施
業
に
対
し
て
、
税
金
や
補
助
、

融
資
、
交
付
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す�

山
の
価
値
と
機
能
を
高
め
る
た�

め
「
交
付
金
」
を
支
給
し
ま
す�

交
付
金
の
支
援
内
容�

交
付
の
対
象
と
な
る
地
域
活
動�

1
２４�

1
２４�

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
の
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
の
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト�

� 森
林
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

森
林
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す�

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
の
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト�

� 森
林
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す�

森
林
施
業
計
画
と
は
…�

き
　
ご
う�

か
ん  

よ
う�

子
ど
も�

た
ち
の�
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※取材を通し、コメントをおうかがいしました。�

子ども・女性の部
で２連覇
山崎ヒロ子さん
（５４歳・
　　西目町海士剥）

本荘うどん早食い大会で２連覇！

　せっかくの本荘うどん
でしたが、正直味わう暇
がありませんでした。
　早く食べるのには自信
があります。昨年たまた
ま出場して優勝したので、
今年ももしかしてと思っ
て出たら勝ってしまいま
した。来年ですか？　ど
うでしょうね（笑）。

　

第
二
十
五
回
つ
つ
じ
ま
つ
り
が

五
月
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
行
わ

れ
、
赤
や
白
、
オ
レ
ン
ジ
色
な
ど
、

城
壁
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
た

ツ
ツ
ジ
を
楽
し
も
う
と
、
期
間
中
、

延
べ
三
万
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

（
写
真
）

　

五
月
十
三
日
に
は
ま
つ
り
を
一

層
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
で
は
、

せ
せ
ら
ぎ
水
路
に
放
さ
れ
た
ニ
ジ

マ
ス
や
イ
ワ
ナ
四
百
匹
を
追
い
か

け
て
、
大
人
も
子
ど
も
も
大
興
奮
。

「
あ
っ
ち
だ�
」「
こ
っ
ち
だ�
」

の
声
が
公
園
内
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。
ま
た
、�
勝
ち
人
投
票�
も

行
わ
れ
、
応
援
に
も
熱
が
入
っ
た

本
荘
う
ど
ん
早
食
い
大
会
や
、
公

園
内
に
掲
示
さ
れ
た
問
題
十
問
を

　

天
鷺
村
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト

展
「
も
っ
と
楽
し
く　

斉
藤
謠
子

の
布
世
界
」
が
五
月
十
一
日
か
ら

二
十
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、
期
間

中
来
場
者
延
べ
三
千
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。（
写
真
）

　

世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
作
家
・
斉
藤
謠

子
さ
ん
が
主
宰
す
る
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
ス
ク
ー
ル
兼
シ
ョ
ッ
プ
の
作
品

展
と
あ
っ
て
、
市
内
の
み
な
ら
ず

県
内
外
か
ら
多
数
の
来
場
者
が
訪

れ
、
天
鷺
村
の
歴
史
的
た
た
ず
ま

い
と
融
合
し
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ

ル
ト
の
大
作
を
堪
能
。
大
き
な
も

の
で
は
一
年
以
上
か
か
る
と
い
う
、

細
部
ま
で
丹
念
に
作
り
こ
ま
れ
た

見
事
な
作
品
に
感
嘆
の
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
四
日
と
十
五
日
に
は

斉
藤
さ
ん
に
よ
る
講
習
会
も
開
催
。

定
員
を
大
幅
に
上
回
る
参
加
者
が
、

斉
藤
さ
ん
の
世
界
に
通
じ
る
技
を

熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
訪
れ
た
女
性
は
、
作

品
展
に
見
入
り
な
が
ら
「
一
つ
一

つ
は
小
さ
な
布
な
の
に
、
仕
上
げ

ら
れ
た
作
品
の
世
界
は
壮
大
。
本

当
に
す
ご
い
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

声
援
を
受
け
て

　

も
う
ひ
と
頑
張
り�

１４０㍍の「のり巻き」、一生の思い出です！

本荘南中生徒会長
板垣　平くん
（本荘南中３年）

　ごはんの厚さをちょう
どよく薄く広げるのが難
しかったけど、失敗しな
いで作れたことに、達成
感でいっぱいです。感動
しました。みんなでこの
廊下で、力を合わせて一
本ののり巻きを作ったこ
とは一生の思い出です。

電気のない山奥に家電製品がゴロゴロ

　電気のない奥地の林道沿
いにゴミ捨て街道みたいに、
家電製品が何カ所にも捨て
られたりしている。ゴミの
有料化になると、一時的に
不法の焼却や投棄が増える
のではないかと心配です。
　ＧＰＳ装置などを導入し
た監視の強化と環境保護意
識の高揚が大切だと思います。

市環境監視員
佐藤　茂さん
（６５歳・
　　矢島町下山寺）

探
し
な
が
ら
回
答
し
、
豪
華
景
品

を
ね
ら
う
「
公
園
横
断
ウ
ル
ト
ラ

ク
イ
ズ
」
な
ど
、
多
彩
な
催
し
を

楽
し
む
親
子
連
れ
な
ど
の
姿
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

第
三
回
「
子
吉
川
ガ
ニ
ま
つ
り
」
が
、
五

月
二
十
日
、
ア
ク
ア
パ
ル
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。（
写
真
）

　

ガ
ニ
の
つ
か
み
捕
り
や
味
噌
汁
、
ゆ
で
ガ

ニ
な
ど
、
こ
の
日
用
意
さ
れ
た
モ
ク
ズ
ガ
ニ

は
約
五
千
匹
。

　

時
折
雨
が
降
る
肌
寒
い
天
気
の
な
か
行
わ

れ
た
ガ
ニ
の
つ
か
み
捕
り
に
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
参
加
し
、
逃
げ
回
る
カ
ニ
を
夢

中
で
追
い
か
け
捕
ま
え
る
人
が
い
れ
ば
、
指

を
は
さ
ま
れ
逃
が
し
て
し
ま
う
人
も
。
コ
イ

の
つ
か
み
捕
り
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
巨
大

ゴ
イ
を
捕
ま
え
た
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、「
寒
い
日
の
ガ
ニ
汁

は
格
別
」
と
、
子
吉
川
を
代
表
す
る
味
覚
を
、

冷
え
た
体
を
温
め
な
が
ら
堪
能
し
ま
し
た
。

１４平成１９年６月１日号　　広報ゆりほんじょう

　

今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え
る

「
黄
桜
ま
つ
り
」
が
四
月
二
十
八

日
か
ら
の
観
桜
会
に
合
わ
せ
て
、

五
月
十
二
日
、
十
三
日
に
東
由
利

地
域
の
八
塩
い
こ
い
の
森
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
、
本
州
最
後
の

観
桜
会
と
し
て
九
百
本
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
七
百
本
の
八
重
桜
、
四

百
本
の
黄
桜
と
他
で
は
見
ら
れ
な

い
独
特
の
華
や
か
さ
を
楽
し
み
に
、

期
間
中
、
延
べ
二
万
人
が
訪
れ
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

十
二
日
は
野
点
茶
会
や
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
交
流
大

会
が
行
わ
れ
、
夜
の
湖
上
花
火
大

会
で
は
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
水
中
花

火
な
ど
約
五
百
発
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
ダ
ム
湖
に
映
え
る
大

輪
と
音
の
迫
力
で
観
衆
を
魅
了
し

ま
し
た
。
十
三
日
に
は
時
折
雨
の

降
る
な
か
、
三
百
八
人
の
選
手
が

ダ
ム
湖
周
回
コ
ー
ス
で
健
脚
を

競
っ
た
健
康
マ
ラ
ソ
ン
や
黄
桜
凧

あ
げ
が
行
わ
れ
、
恒
例
の
黄
桜
歌

謡
シ
ョ
ー
で
は
水
牧
あ
さ
実
さ
ん

が
、
母
の
日
当
日
に
ち
な
み
「
母

日
和
」
な
ど
を
熱
唱
し
、
ま
つ
り

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

熱唱する
水牧あさ実さん

う
こ
と
で
し
た
が
、
セ
ッ
ト
な
ど
す
べ
て
が
手
作
り
と
い
う

劇
場
で
は
、
会
員
同
士
一
場
面
一
場
面
、
真
剣
に
取
り
組
み

な
が
ら
次
の
公
演
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

亀
崎
代
表
は
「
作
者
の
願
い
に
応
え
、
し
っ
か
り
と
心
に

残
る
芝
居
を
心
が
け
、
ま
た
、
劇
場
を
開
放
す
る
な
ど
、
全

国
レ
ベ
ル
で
こ
の
活
動
を
伝
え
、
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
語

り
、
会
員
も
「
三
十
六
年
間
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
活
動

し
て
き
た
た
ま
も
の
」、「
わ
れ
わ
れ
の
活
動
で
一
人
で
も
多

く
の
人
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
」、「
自
分
も
こ
の
人
形
劇
を
見

て
感
動
し
、
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
を
観
客
の

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
十
月
二
十
七
、
二
十
八
日
に
徳
島
県
で
開

催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
で
秋
田
県
代
表
と
し
て
の
公
演
が
決

ま
っ
て
お
り
、
こ
の
公
演
で
の
成
功
を
目
指
し
な
が
ら
、
今

後
も
人
形
劇
を
通
し
、
全
国
の
人
々
に
感
動
を
伝
え
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

絵
日
傘
人
形
劇
研
究
会
（
亀
崎
英
潤
代
表
・
日
役
町
）
が

「
第
三
十
一
回
正
力
松
太
郎
賞
」（
全
国
青
少
年
教
化
協
議

会
主
催
）
を
受
賞
し
、
五
月
十
七
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
日
役
町
の
廣
誓
寺
境
内
に
常
設
の
「
絵
日

傘
人
形
劇
場
」
を
持
ち
、
人
形
を
媒
体
と
し
て
子
ど
も
た
ち

の
心
の
世
界
を
掘
り
起
こ
し
、
耕
し
て
い
き
た
い
と
い
う
願

い
か
ら
昭
和
四
十
六
年
に
発
足
し
て
三
十
六
年
。
こ
れ
ま
で

に
、
県
内
外
で
三
百
回
以
上
の
公
演
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

数
多
く
の
人
々
に
希
望
や
勇
気
、
感
動
を
与
え
、
い
の
ち
の

重
さ
な
ど
人
と
し
て
大
切
な
も
の
を
伝
え
よ
う
と
す
る
熱
意

や
努
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
は
十
二
人
。
発
足
当
時
か
ら
の
会
員
を
は
じ

め
、
入
っ
て
一
、
二
年
目
の
会
員
も
。
年
間
約
五
回
の
公
演

に
向
け
、
毎
週
火
曜
日
の
夜
に
練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

都
合
で
な
か
な
か
全
員
が
そ
ろ
わ
な
い
の
が
悩
み
の
種
と
い

劇
場
で
の
練
習
風
景

正
力
松
太
郎
賞
を
受
賞
し
た

絵
日
傘
人
形
劇
研
究
会
の
皆
さ
ん

ル
（
由
利
・
板
垣
ツ
エ
代
表
・
民
話
の
編

集
、
上
演
活
動
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
会
長
は
「
連
合
会
が
発
足
し
て
最

初
の
表
彰
で
す
。
有
形
無
形
の
民
俗
文
化

財
、
伝
統
的
建
造
物
や
歴
史
的
遺
産
、
文

化
的
価
値
あ
る
も
の
の
保
存
と
活
用
、
調

査
研
究
な
ど
、
文
化
財
保
護
活
動
は
幅
広

い
識
見
と
豊
か
な
経
験
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
な
お
、ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
連
合
会
は
各
地
域
関
係
保
護
団
体
で

構
成
さ
れ
、
会
員
数
は
五
百
八
十
七
人
。

講
演
会
の
開
催
や
市
指
定
文
化
財
の
探
訪
な

ど
を
通
し
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
文
化
財
保

護
思
想
の
普
及
活
動
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
振
興
な
ど
に
尽
く
さ

れ
た
方
を
た
た
え
、
歴
史
と
文
化
を
大

切
に
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、

市
文
化
財
保
護
団
体
連
合
会
（
伊
藤
吉

郎
会
長
）
の
表
彰
式
が
五
月
十
五
日
、

鶴
舞
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
文
化
財
保

護
功
労
賞
に
打
矢
義
雄
さ
ん
（　

歳
・

９７

岩
谷
麓
・
団
体
運
営
、
調
査
研
究
功
労

�
ご
家
族
の
信
良
さ
ん
が
代
理
出
席�
）、

池
田
正
治
さ
ん
（　

歳
・
西
目
町
西

８２

目
・
団
体
運
営
、
調
査
研
究
功
労
）、

佐
々
木
士
郎
さ
ん
（　

歳
・
岩
城
亀

７３

田
・
調
査
研
究
、
保
護
功
労
）
の
三
人
。

文
化
財
保
護
奨
励
賞
は
、
民
話
サ
ー
ク

左から打矢さん（代理）、池田さん、佐々木さん、民話サークル代表・板垣さん
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■受診時の注意事項
【胸部総合検診】
・　「胸部総合検診」には、従来の結
　核検診と肺がん検診を含みます。
・レントゲン撮影時には、胸に金属、
　ファスナー、ボタンの付いた衣類
　の着用を避けてください。

【胃がん検診】
・前日の夕食は、午後８時までに済
　ませ、それ以降は検診終了まで飲
　食をしないようにしてください。
・撮影時の服装は、シャツ１枚とゴ
　ムの入ったズボンが便利です。

【乳がん、マンモグラフィ検診、子宮がん検診】
・老人保健法により、マンモグラ
　フィ検診は、４０歳以上の方のみ
　２年に１度の検診となります。
・４０歳以上の偶数年齢の方は、マン
　モグラフィ検診と視触診検査の
　セット検診が原則となります。
※偶数年齢の方でも、昨年マンモグ
　ラフィ検診を受けられた方は今
　年度の対象にはなりません。

検　診　料　金対　象　者検　診　名
（レントゲン）無料
（喀啖検査）該当者：５００円、希望者：２，１００円

４０歳以上胸部総合検診

７０歳以上：２００円、６９歳以下：５００円３０歳以上大腸がん検診
７０歳以上：無料、６９歳以下：２，５００円３０歳以上基本健康検診
７０歳以上：３００円、６９歳以下：７００円５０歳以上の男性前立腺がん検診
７０歳以上：６００円、６９歳以下：１，３００円３０歳以上胃 が ん 検 診
７００円３０～７０歳の女性骨粗しょう症検診

７０歳以上：無料、６９歳以下：8００円
４０～７５歳で過去に受
けたことがない方

肝炎ウイルス検診

７０歳以上：７００円、６９歳以下：１，４００円
４０歳以上の偶数年齢
（視触診・マンモ
グラフィセット）

乳 が ん 検 診
（女　　　性）

７０歳以上：３００円、６９歳以下：６００円３０歳以上（視触診）

７０歳以上：８００円、６９歳以下：１，６００円２０歳以上の女性
子宮がん検診
卵巣腫瘍検診

実施場所対象地区受付時間検診日
南内越コミュニティー体育館南内越地区全町内

１２：３０
～
１４：００

１９日　（火）
北内越公民館北内越地区全町内２２日　（金）
ウッディ－ホールこだま石沢地区全町内２５日　（月）
小友公民館小友地区全町内２６日　（火）
子吉公民館子吉地区全町内２７日　（水）
松ヶ崎体育館松ヶ崎地区全町内２８日　（木）

本荘保健センター御門町・桜小路・東御門町 ･西表
尾崎町・東表尾崎町・西裏尾崎町
・東裏尾崎町・上横町・中横町・
東日役町・西日役町・桶屋町・鍛
冶町・猟師町・肴町・田町

１２：３０
～
１４：３０

７　月
３日　（火）

谷地町・駅前・南花畑町・北花畑
町・赤沼町・本田仲町・大の道・
蓼沼・梵天・中竪町・谷山小路・
後町・大町・中町・油小路

４日　（水）

大鍬町・美倉町・東町・浜ノ町・
旭町・和泉町・片町・観音町・古
雪町・愛宕町・大泉寺山・五軒町
・榮町一丁目・栄町二丁目・栄町
三丁目・永泉寺門前・千刈

５日　（木）

今町・上町・石脇中町・新町・三
軒町・緑町・上ノ山・長老沼・雇
用促進住宅新山・東新山町・新治
町・竜巻一区・竜巻中央町・新山町

６日　（金）

末広町・松涛町・若葉町・赤�町
・田尻町・浜松町・住吉町・雇用
促進住宅石脇・松美町・浜三川

１０日　（火）

※松ヶ崎地区の「基本健診（循環器）・前立腺がん検診」については、実施場所が「松ヶ崎体育
　館」となりますのでご注意ください。

【基本健康診査・前立腺がん検診】

■本 荘 地 域

△

本荘保健センター（�22－1834）

■検診（健診）料金一覧表

※今年度、人間ドックを受診済みの方、または受診する予定がある方は対象外と
　なります。
※生活保護世帯者の方は自己負担が無料となりますので、 受付時に「緊急時医療
　依頼証」を提示してください。
※非課税世帯の方は、受付時に「非課税世帯証明書」を提示することにより、基
　本健康診査および肝炎ウイルス健診の自己負担が無料となります。「証明書」は、
　税務課住民税班または各総合支所振興課税務班で発行しています。
※指定した会場で受診できない場合は、他の実施場所で受診してください。
※なるべく釣り銭のないようにお願いします。

▽検診内容　問診・診察・血圧・心電
　　図・眼底・脂質・肝機能・腎機能
　　・糖代謝・その他

▽持ち物　健康手帳

▽留意点　空腹状態での採血となりま
　　すので、昼食を取らずにおいでく
　　ださい。
※介護保険法の改正により、６５歳以上
　の方には介護予防を目的とした生活
　機能チェック（問診）や理学的検査
　　（視診・触診など）、血清アルブミ
　ン検査等を行います。

▽検診内容　血液検査（腫瘍マーカー
　　ＰＳＡ）
※基本健康診査の会場で受け付けします。

年齢基準日（平成２０年３月３１日）

検
診
カ
レ
ン
ダ
ー

地域ごとの

【基本健康診査】

【前立腺がん検診】

１６平成１９年６月１日号　　広報ゆりほんじょう

備　　考実　施　場　所受付時間実施日

成分献血由利本荘市役所
１０：００～１２：００

１日　（金）
１３：００～１６：３０

全血献血
道の駅「清水の里・鳥海郷」１０：３０～１１：３０

８日　（金） ＪＡ秋田しんせい鳥海支店１３：００～１４：００
鳥海総合支所１４：３０～１６：００

全血献血
大蔵館（大沼組協力会）１０：００～１３：００

１５日　（金）
東由利総合支所１４：３０～１６：００

成分献血大内保健センター
１０：００～１２：００

２０日　（水）
１３：００～１６：３０

全血献血秋田県心身障害者コロニー１４：３０～１６：００２７日　（水）

実施場所受付時間対　　象　　者対象地域実施日
有鄰館１３：３０～１３：５０平成１８年１月～１２月生まれ東 由 利１日　（金）
大内保健センター１２：４５～１３：１５平成１８年７月～平成１９年１月生まれ大 内２８日　（木）

献 血 ご協力ください　－６月献血日程－

◆ポリオの予防接種

※成分献血は、1時間ほどの時間が必要で、場所によっては予約制の所もあ　
ります。事前に各地域の保健センターまたは福祉保健課へお問い合わせく　
ださい。

実施場所受付時間対　　象　　者事　業　名対象地域実施日

大内保健センター１３：００～１３：２０
平成１９年１月１０日～２月１日生まれ

４・７・１０カ月児健診大 内１日　（金） 平成１８年１０月１０日～１１月１日生まれ
平成１８年７月１０日～８月１日生まれ

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１７年１１月生まれ１歳６カ月児健診本 荘６日　（水）
西目保健センター１２：３０～１２：５０平成１８年７月・１０月・平成１９年１月生まれ４・７・１０カ月児健診西 目８日　（金）

由利福祉保健センター１２：４５～１３：００
平成１６年１０月・１１月・１２月（由利地域の
み）・平成１７年１月生まれ

２ 歳 児 歯 科 健 診由利・東由利１２日　（火）

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１５年１２月生まれ３ 歳 児 健 診本 荘
１３日　（水）

大内保健センター１２：４０～１３：００平成１７年９月８日～１２月１３日生まれ１歳６カ月児健診大 内
本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１７年３月・４月生まれ２ 歳 児 歯 科 健 診本 荘１８日　（月）
本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１９年２月生まれ４ カ 月 児 健 診本 荘２０日　（水）
本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１８年８月生まれ１０ カ 月 児 健 診本 荘２１日　（木）
由利福祉保健センター１２：４５～１３：００平成１８年８月・１１月・平成１９年２月生まれ４・７・１０カ月児健診由利・東由利２６日　（火）
矢島保健センター１２：４５～１３：００平成１８年８月・１１月・平成１９年２月生まれ４・７・１０カ月児健診矢島・鳥海

２８日　（木）
岩城保健センター１３：００～１３：３０

平成１９年１月２４日～２月２８日生まれ
４・７・１０カ月児健診岩 城 平成１８年１０月２４日～１１月２８日生まれ

平成１８年７月２４日～８月２８日生まれ

※ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。6週間以上の間隔
　を置き、ワクチンを 2回接種します。
※今回の対象者の範囲を越えていても、まだ 2回目を接種していない方は受けられます。
※予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地域で接種し
　てください。

◆乳幼児健診 ・母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
・3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。
・本荘地域の 7カ月児健診は、個別健診となります。
・事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
・当日受診できない場合は当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。

医　師　名日
高　橋　葉満子３日　（日）
菊　池　四　郎１０日　（日）
作左部　　　昇１７日　（日）
菊　池　四　郎２４日　（日）

内科・小児科

午前１０時～午後４時

休日応急診療所

６月の診療日と予定当番医師

※当番医師は変更になる場合もあり
　ます。

△

問い合わせ先…本荘由利広域休日
　　応急診療所（堤脇３０：旧医師会
　　病院�２４－３９１７）、平日は健康
　　管理課（�２２－１８３４）

6月

6月

すくすくマッサージ教室

△

と　き　6月11日（月）

△

受け付け　午前9時30分

　　～10時

△

ところ　本荘保健センター

△

内　容　保健師によるベ

　　ビーマッサージ、育児

　　相談

△

持ち物　水分、タオル

△

申し込み・問い合わせ先

　　6 月 8日（金）まで、本

　　荘保健センター（�22

　　－1834）

問い合わせ先問い合わせ先
　市健康管理課市健康管理課
（本荘保健センター　（本荘保健センター内内��22－183422－1834））
または　または各総合支所福祉保健課各総合支所福祉保健課へへ
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　◎本荘図書館　�２２－４９００
○６月のおはなし会

▽とき…６月９日�　午後２時～

▽ところ…本荘図書館児童閲覧室

▽内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居、
　　つくってあそぼうほか
○６月の展示
・健康第一－ヨガ・骨盤など－（児童）
・　「おとうさん」のキモチ（児童）

　◎岩城図書館　�７３－３６７３ 
○お話し会「星のひとみ」

▽とき…６月１５日�　午後３時３０分～

▽ところ…岩城図書館
○６月の展示
・作家「桐野　夏生」特集
・　「山歩き・アウトドア」　特集
・絵本「佐野　洋子」特集

　◎由利図書館　�５３－２１２１
○６月の読みきかせ会

▽とき…６月３０日�　午後２時～３時

▽ところ…由利図書館幼児室

▽内容…テーマ「七夕」絵本、紙芝居、
　　作って遊ぼう！「笹の葉に願いを」
○６月の展示
・一般書「自分を磨く！マナーの本」
・児童書「みんな大好き！こわいお話
　の本」

　◎６月の休館日
○本荘図書館　１７日�、２９日�
○岩城図書館　４日�、１１日�、
　　　　　　　１８日�、２５日�
○由利図書館　無休
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　秋田わか杉国体由利本荘市実行委員会で
は、国体の趣旨に賛同し、物品などを提供
してくださる企業・団体などを募集します。
　ご提供いただきました物品などは、選手
の歓迎や市のＰＲ、競技の運営などに活用
させていただきます。

■募集期間　7月末まで

■協賛への対応

　　ご協賛いただいた企業などは、ホー

　　ムページ広告などのＰＲをさせてい

　　ただきます。

■申し込み・問い合わせ先

　　秋田わか杉国体由利本荘市実行委員会

　　　（市国体事務局内� 24－4555）

協賛物品などの例
エプロン、クーラーボックス、ゴミ袋・資料袋、
軍手・雨具、デジタルカメラ・デジタルビデオ、
ノートパソコン・プリンター・ファックス、エ
アアーチ、飲料・医薬品、携帯電話（通話料含
む）・トランシーバーほか

日本女子ソフトボール　日本女子ソフトボール
1部リーグに登録してい1部リーグに登録してい
る「戸田中央総合病院ソる「戸田中央総合病院ソ
フトボールチーム」が本フトボールチーム」が本
市を訪れ、秋田県チーム市を訪れ、秋田県チーム
と練習試合を行います。と練習試合を行います。
戸田中央総合病院チー　戸田中央総合病院チー
ムは、近年の国体ムは、近年の国体で準優で準優
勝3回勝3回などの戦績を収めなどの戦績を収め
ている強豪チームです。ている強豪チームです。
国体での活躍も期待さ　国体での活躍も期待さ
れる両チームが、国体会れる両チームが、国体会
場を舞台に、気迫のこ場を舞台に、気迫のこ
もった熱戦を展開します。もった熱戦を展開します。
秋田県チームには市出　秋田県チームには市出
身の選手も多数登録され身の選手も多数登録され
れていますので、この機れていますので、この機
会にぜひご覧ください。会にぜひご覧ください。

■とき■とき 6月 6　6月 6日日(( 水 )水 )
～ 7　　～ 7日日(( 木 )木 )

■ところ■ところ 矢島中学校グ　矢島中学校グ
ラウンド　　ラウンド

■日程■日程
・6・6日日（（水）水）
　午午前10時前10時～正午 試合～正午　試合
　午後 1時～ 4時 合同練習会午後 1時～ 4時　合同練習会
・7・7日日（（木）木）
　午前９時～正午 合同練習会午前９時～正午　合同練習会
■■問い合わせ先問い合わせ先 市国体事　市国体事
務局（　　務局（��24－455524－4555））

障害者スポーツの祭典　障害者スポーツの祭典
「第 7回全国障害者ス「第 7回全国障害者ス
ポーツ大会」が、「秋田ポーツ大会」が、「秋田
わか杉国体」終了後の市わか杉国体」終了後の市
ソフトボール場を会場にソフトボール場を会場に
開催されます。開催されます。
この大会は、自らの記　この大会は、自らの記
録に挑戦する障害者のひ録に挑戦する障害者のひ
たむきな姿を通じ、広くたむきな姿を通じ、広く
障害者への理解を深めて障害者への理解を深めて
もらうとともに、参加すもらうとともに、参加す
る選手が多くの仲間と交る選手が多くの仲間と交
流を深めることを目的と流を深めることを目的と
して行われています。して行われています。
障害者スポーツ大会の　障害者スポーツ大会の
リハーサル大会が次のとリハーサル大会が次のと
おり開催されますので、おり開催されますので、
皆さまのあたたかいご声皆さまのあたたかいご声
援をお願いします。援をお願いします。

■■ときとき 6　6月月1100日日(( 日 )日 )
午前 9時～　　午前 9時～

■ところ■ところ 市ソフトボー　市ソフトボー
ル場（荒町）　　ル場（荒町）

■問い合わせ先■問い合わせ先
県国体障害者スポー　　県国体障害者スポー

　　ツ大会局障害者スツ大会局障害者ス
　　ポーツ大会競技班ポーツ大会競技班
　　　（（��001188－－860－860－
5275　　5275））

１８

■鳥 海 地 域

△

鳥海総合支所福祉保健課（�57－3501）

【乳がん・マンモグラフィ検診・子宮がん検診・骨粗しょう症検診】

実施場所対象地区受付時間検診日

直根公民館

上百宅・下百宅・上直
根・中直根・前ノ沢・
下直根・大谷地・吉谷
地・大川端・才ノ神・
猿倉・才ノ神上原

１２：００
～
１３：００

１８日　（月）

笹子公民館

天神・砂口・下ノ宮・野宅・
上野宅・福島・赤倉・西久米
皿川・模渕・針水

１９日　（火）

新町・下野・下中・町
・畑平・馬場・中村・
上杉沢・上ノ屋敷・平
林・瀬目・上椿・峠ノ
下・間木ノ平・青平・
大平・本屋敷・天池・
長畑

２０日　（水）

鳥海保健センター

伏見（上・中・下）・
貝沢・久保・芦ケ渕・
小栗沢・鶴田・鐙ケ
平・八木山・牛越・上
原・大栗沢・興屋・矢
ノ本・大久保・沢渡向
虎杖平・外山・伏見沢
・提鍋・鶴ケ平

２１日　（木）

下小川・男鹿内・根
子・新沢平・楢木平・
大坂・百合茎・村木・
平根（上・中・下）・
長坂・郷具・河台

２２日　（金）

※検診医師の人数により、指定された日に受診されますよう
　ご協力お願いします。
※指定日に受診できない方は、20日（水）か21日（木）のどちらか
　で受診するようにしてください。

△

持ち物　検診料金、健康手帳（受診勧奨用は送付されません）

【基本健康診査・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診】

■大 内 地 域

△

大内保健センター（�65－2810）

実施場所対象地区受付時間検診日
山村活性化支援センター上川大内地区

１３：００～１３：３０
６日　（水）

下川大内出張所下川大内地区７日　（木）
大内農村環境改善センター岩谷地区１３：００～１４：００８日　（金）

実施場所対象地区受付時間検診日

西目保健センター

出戸・沼田・田高・潟
保・井岡・中沢・潟端１３：００

～
１４：００

２５日　（月）

若松町・豊栄・海士�
・中高屋・上高屋

２９日　（金）

【乳がん・マンモグラフィ検診・子宮がん検診】

■西 目 地 域

△

西目総合支所福祉保健課（�33－3983）

※検診の申し込みをされた方には、通知書を配付します。

■本 荘 地 域

△

本荘保健センター（�22－1834）

【胃がん検診】胃部レントゲン撮影

実施場所対象地区受付時間検診日

南内越公民館

谷地・土谷・川口・砂
子・大浦

朝５：３０
～
７：００

１９日　（火）

畑谷・福田・横山・山
田・柴野・長者屋敷

２０日　（水）

北内越公民館北内越地区全町内２２日　（金）
ウッディ－ホールこだま石沢地区全町内２５日　（月）
小友公民館小友地区全町内２６日　（火）
子吉公民館子吉地区全町内２７日　（水）
松ヶ崎基幹集落センター松ヶ崎地区全町内２８日　（木）

※検診前日の午後 9時以降は、食べ物・飲み物をとらないでください。

　石脇地区全域および 本荘保健センターで実施する胃が
ん検診については、広報7月1日号に掲載します。

平成１９年６月１日号　　広報ゆりほんじょう

麻しん（はしか）に注意！
　県内の患者の増加は現在確認されていませんが、今後、
流行が全国的に広がることが懸念されています。
　麻しんにかかったことのない方や、麻しんワクチン未接
種の方への早期接種をおすすめいたします。

■矢 島 地 域

△

矢島総合支所福祉保健課（�55－4960）

【基本健康診査・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診】
実施場所対象地区受付時間検診日

矢島保健センター

矢島町・丸森・田中町
・水上・谷地沢・桃野
・九日町

１２：２０
～
１３：００

７日　（木）

舘町・新丁・七日町・
須郷田・成沢・荒沢・
矢越・熊之子沢・濁川

８日　（金）

山寺・下山寺・持子・
十二ヶ沢・八ツ杉・
針ヶ岡

１１日　（月）

栄町・城新・小田・沖
小田・小田住宅・築館
・木在

１２日　（火）

豊町・羽坂・川原小坂
・田中・砂子沢・杉沢
・沢内・小板戸

１３日　（水）

中山・上野・上野平・
長泥・中屋敷・上新荘
・田沢・金ケ沢・上原

１４日　（木）

大川原・新町・新所・
元町郷内・御嶽・坂之
下・坂之下郷内

１５日　（金）

■東由利地域

△

東由利総合支所福祉保健課（�69－2118）

【大腸がん検診】
実施場所対象地区受付時間検診日

住吉館黒渕・田代地区　９：００～　９：４５
５日　（火） 玉米会館舘合地区１０：００～１１：００

東由利総合支所老方地区１１：１５～１２：１０
高瀬館宿・袖山地区　９：００～１０：００

６日　（水） 克雪センター法内地区１０：１５～１１：００
大蔵館蔵地区１１：１５～１２：００
東由利総合支所全地区（追加検診）　９：００～１０：００２２日　（金）
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■ご活用ください「6月の健康相談」
内容　血圧測定、生活習慣病予防、
　　その他
時間　午前９時３０分～１１時３０分

問い合わせ先　本荘保健センター
　　　　　　　　　（�２２－１８３４）

■「湯ったりほのぼの教室」に参
加しませんか　加しませんか
日時　６月２０日�　午前９時～
場所　鶴舞会館　中広間　
参加費　無料
内容　健康相談（午前９時～１１時
　　３０分）、みんなで元気に歌お
　　う（午前１０時～１１時）
問い合わせ先　本荘保健センター

■「フィットネスジム登録講習会」
日時　６月１０日�　午後２時、２６
　　日�　午後６時
場所　アクアパル　
定員　２５人（先着順）
年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５
　　円（ともに税込み）
※事前に電話などでアクアパルへ
　お申し込みください。（�２２－
　５６１１）

■「学園都市由利本荘絆の里づく
り事業」アクアパルカヌー教室　り事業」アクアパルカヌー教室
日時　６月１７日�　午後１時～４時
場所　子吉川（アクアパル集合）
対象　県立大学生ならびに小学３
　　年生以上（小学生は保護者同伴）
定員　先着２０人
保険料　５００円
持ち物　タオル、着替え
申込期限　６月１５日�まで、アク
　　アパルへ

■フリーマーケット「水辺のまち
市場」出店者募集　市場」出店者募集
日時　６月１０日�　午前９時～午
　　後３時（雨天中止）
場所　アクアパル南側正面広場
　　　（屋外にて４０区画、１区画＝
　　約１坪）
内容　不用になった日用雑貨、衣
　　類、書籍など
出店料　無料
申込期限　６月７日�まで、アク
　　アパルへ

本 荘 地 域本 荘 地 域

場　　　所日
北内越公民館

１４日�
子吉公民館
石沢生活改善センター１５日�
小友公民館

１８日�
松ヶ崎基幹集落センター
南内越公民館２８日�

※ＶＪＣ（ビジット・ジャパン・キャンペーン）
　は、国土交通省などが主催し、年間１千万人の
　外国人観光客誘致の実現を目標とした活動。コ
　ンテストは今回で３回目。秋田県では初めての
　受賞で、重点市場となっている各国の出身者が
　選考委員となり、中国出身者が「桜の邦セッ
　ト」を選んだ。

　生貯蔵酒「さくら　さくら」と、吟醸生貯
蔵酒「秋田美人」の３００��瓶２本をセット
にしたものに、布製の酒袋がついています。
「さくら　さくら」はフレッシュな旨口タイ
プで「秋田美人」はすっきりした辛口タイプ。
どちらの瓶もピンク色で、日本を象徴するサ
クラをイメージしています。
　成田国際空港・関西国際空港で年間を通し
販売しており今後、中部国際空港でも販売予
定。なお、「さくら　さくら」は、２月～５
月までの限定販売のため、地元でこのお酒に
巡り合う期間は限られています。

◆お問い合わせは、
　秋田誉酒造�（�２２－５２３１）まで

◆地域の特産品を紹介するコーナーです。
　このコーナーに掲載する特産品を募集しています。
　広報広聴課（�２４－６２３７）までお寄せください。

　　「ＶＪＣ魅力ある日本のおみやげコンテスト２００７」
において、特別賞（中国賞）に選ばれました。

２０平成１９年６月１日号　　広報ゆりほんじょう

■「ふれあい保育」に遊びにきてね
　お子さんを保育園でのびのびと
遊ばせてみませんか。今月は「な
かよし集会」を行います。
日時　６月６日�　午前９時４０分
　　～１１時
場所　西目保育園
対象　０歳～３歳の未就園の子ど
　　もと保護者
問い合わせ先　西目保育園
　　　　　　　　　（�３３－２０２２）

■「西目保健センター」6月の開放日
　子育て中のお母さんと赤ちゃん
が広いスペースで思いっきり親子
のふれあいが持てるように、集団
指導室を開放しています。楽しい
遊具も準備しています。
開放日　１日�、５日�、６日�、
　　７日�、１１日�、１２日�、１３
　　日�、１４日�、１５日�、１８日
　　�、１９日�、２１日�、２２日�
　　それぞれ午前１０時～午後３時
問い合わせ先　福祉保健課
　　　　　　　　　（�３３－３９８３）

■「親子のスキンシップ教室」を
開催します　開催します
日時　６月２０日�　午前１０時～
場所　西目保健センター
対象　２カ月児からの親子
問い合わせ先　福祉保健課

■ご利用ください「かしわ温泉健
康相談」　康相談」
日時　６月２８日�　午前１０時～
問い合わせ先　福祉保健課

■シーガルセミナー「心の健康づ
くり」受講者募集　くり」受講者募集
　心理テストを体験し自分の特徴
を知ることで、より良い対人関係
の築き方に役立ててみませんか。
日時　６月２６日�　午前１０時～
場所　西目公民館シーガル
テーマ　　「自分を知ろう（自己分
　　析）」
講師　橋本まり子氏（臨床心理士）
※受講料は無料です。資料準備の
　都合上、事前にお申し込みくだ
　さい。
問い合わせ先　西目公民館シーガル
　　　　　　　　　（�３３－２３１５）

■「さつきまつり」開催中！
　６月９日�、１０日�の２日間、
市の花「さくら」、市の木「ケヤ
キ」（限定各５０本）を格安で販売
します。
【さつき展示会】
日時　６月７日�～１０日�
申込方法　ハガキ（住所、氏名、
　　花名記入）または電話
出展規定　１人５点以内（素焼鉢
　　の出展はご遠慮ください）

【さつき整形講習会】
　栃木県鹿沼市から講師を招き、
剪定と植え替えを中心とした「さ
つき整形講習会」を行います。
日時　６月１０日�　午前９時開始
　　　　　　　（受付：午前８時）
場所　さつき栽培センター
申込方法　ハガキ（住所、氏名、
　　電話番号）または電話
※先着４０人
参加費　６，０００円（素材〈 八  咫 の鏡、

や た

　　匠、寿光冠〉、角鉢、昼食含
　　む）道具一式はご持参ください。
問い合わせ先　さつき栽培セン
　　ター（�６７－２３１５）

■「ハツラツ鳥海ウォーキング」
参加者募集！　参加者募集！
　新緑の鳥海路を満喫しながら、
みなさんとふれあい楽しく歩いて
みませんか。
日時　６月１６日�　午前８時３０分～
コース　鳥海山５合目祓川からホ
　　テルフォレスタ鳥海を目指し
　　て歩きます。
対象　小学生以上
参加費　１，０００円
申し込み・問い合わせ先　鳥海公
　　民館（�５７－２８８１）

■公共施設休館日（6月上旬）
青少年ホーム　日曜・祝日の午後
　　５時以降
問い合わせ先　生涯学習課
　　　　　　　　　（�５６－２２０３）
寿康苑　３日�、１１日�
問い合わせ先　寿康苑
　　　　　　　　　（�５６－２９４０）

地域�
情報�

矢 島 地 域矢 島 地 域

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

西 目 地 域西 目 地 域

■子吉川花いっぱい活動ボラン
ティア募集　ティア募集

　子吉川市民会議では、友水公園
とかわかぜロード花壇で花植えを
行います。活動に協力してくれる
市民多数の参加をお待ちしており
ます。
日時　６月１０日�　午前８時
集合場所　アクアパル
持ち物　移植ベラ
問い合わせ先　アクアパル内子吉
　　川市民会議（�２２－５６１１）

■「子吉川フェア」のお知らせ
　今年の「子吉川フェア」は７月
２１日�、アクアパル・友水公園な
どを会場に開催いたします。

■児童館・土曜教室（クッキング）
　参加者募集！
日時　６月９日�　午前１０時～正午
場所　本荘中央児童館
参加費　無料
内容　手作り餃子を作ろう
持ち物　エプロン
問い合わせ先　本荘中央児童館
　　　　　　　　　（�２２－３４８９）

■「敬老会」開催のお知らせ
日時　６月１９日�　午後１時３０分
　　開会
場所　由利体育館（旧町民体育館）
※案内者は、満７５歳以上の方（昭
　和７年４月１日以前生まれ）と
　なります。出欠については、集
　落総代さんへ報告してください。
問い合わせ先　福祉保健課
　　　　　　　　　（�５３－４１２６）

大 内 地 域大 内 地 域

由 利 地 域由 利 地 域
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で
き

　

ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
総
務

　

課
（�
　
　�
　
６
２
１
１
）

２４

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
、
正
規
の
大
学
で
す
。

１
科
目
か
ら
学
べ
、
入
学
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

教
養
学
部
生
と
、
大
学
院
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

６
月　

日�
〜
８
月

１５

　
　

日�
１５

▽
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
（�
０
１
８　�
　
８
３
１　�
　
１
９
９

　

７
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　http://w

w
w
.

u-air.ac.jp

）

▽
と
き　

６
月　

日�
　

午
前　

時

２４

１０

　

〜
午
後
３
時　

分
３０

▽
と
こ
ろ　

県
青
少
年
交
流
セ
ン

　

タ
ー
（
ユ
ー
ス
パ
ル
）

▽
対
象　

ひ
き
こ
も
り
の
青
少
年

　
　
（　

歳
以
上
）
を
持
つ
家
庭
、
青

１５

　

少
年
の
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
自
立

　

支
援
に
関
心
の
あ
る
方

▽
定
員　

先
着　

人
３０

▽
内
容　

講
話
、
演
習
（
ロ
ー
ル
プ

　

レ
イ
ン
グ
ほ
か
）、
質
疑
応
答

▽
講
師　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
保
健
師
・
湯
澤
秀
子
さ
ん
、

　

同
セ
ン
タ
ー
心
理
判
定
員
・
木
村

　

さ
や
か
さ
ん

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
（�
０

　

１
８　�
　
８
８
０　�
　
２
３
０
１
）

　　

由
利
本
荘
市
造
園
業
組
合
（
鈴
木

和
男
組
合
長
）
で
は
、
芋
川
河
川
敷

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
な
ど
を
行
い
な

が
ら
芋
川
と
触
れ
合
う
イ
ベ
ン
ト
活

動
を
し
て
い
る
「
芋
川
を
楽
し
む
会
」

（
細
谷
文
夫
会
長
）
に
対
し
、
桜
並

木
の
整
備
に
役
立
て
て
欲
し
い
、
と

　

万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

５０
　

会
で
は
、
桜
の
植
え
替
え
や
桜
の

剪
定
な
ど
の
経
費
と
し
て
、
こ
の
善

意
を
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
の
各
種
無
料
相
談　
　

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
「
放
送
大
学
」

学
生
募
集
（

月
入
学
）

１０

身
体
障
害
者
義
肢
・
肢
体
巡
回
相
談

Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

市
役
所
附
属
会
館
食
堂
の　

受
託
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

参
加
者
を
募
集
し
ま
す　
　
　
　

　
「
ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
」
対
策
講
座

〜
青
少
年
の
ひ
き
こ
も
り
と　　
　

　
　
　
　
　

ど
う
向
き
合
う
か
〜

交
通
事
故
無
料
相
談

犯
罪
被
害
者
な
ど
の　
　

手
記
を
募
集
し
ま
す　
　

市役所附属会館

２２

▽
と
こ
ろ　

市
都
市
計
画
課
（
市
役

　

所
３
階
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
都
市
計
画
課

　
　
（�
　
　�
　
６
３
３
２
）

２４

　

警
察
か
ら
の
お
願
い
で
す
。
事
件

の
解
決
に
は
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

が
必
要
で
す
。
万
一
被
害
に
あ
っ
た

ら
「
現
場
は
そ
の
ま
ま
、
早
い
届
け

出
」
を
す
る
こ
と
で
、
犯
人
検
挙
と

被
害
回
復
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

犯
人
検
挙
の
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
事
件
を
知
っ
た
ら
１
１
０
番
！

　

１
１
０
番
通
報
に
よ
り
、
近
く
に

い
る
パ
ト
カ
ー
が
現
場
に
急
行
し
ま

す
。
素
早
い
通
報
が
犯
人
の
検
挙
に

つ
な
が
り
ま
す
。

■
現
場
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
！

　

届
け
出
が
早
い
ほ
ど
、
現
場
に
は

犯
人
に
結
び
つ
く
資
料
や
痕
跡
な
ど

が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
被
害
に

遭
っ
た
時
は
家
の
中
を
片
付
け
た
り

し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
届

け
出
し
て
く
だ
さ
い
。
警
察
で
も
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
警
察

　

署
（�
　
　�
　
４
１
１
１
）

２３

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
保
険
料
は
、
事
業
主
が
年
度

当
初
に
概
算
で
申
告
・
納
付
し
、
翌

年
度
の
当
初
に
確
定
申
告
の
う
え
精

算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
申
告
・
納
付
期
限

１９

は
、
６
月　

日　

ま
で
延
長
さ
れ
ま

１１

（月）

し
た
。
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
労
働
局
労

　

働
保
険
徴
収
室
（�
０
１
８　�
　
８

　

８
３　�
　
４
２
６
７
）
ま
た
は
最
寄

　

り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

　

来
春
の
高
卒
者
を
対
象
と
し
た
学

卒
求
人
の
受
け
付
け
が
６
月　

日�
２０

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

企
業
の
将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材

の
確
保
と
、
地
元
定
着
に
よ
る
活
力

あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
、
採

用
枠
の
拡
大
と
学
卒
求
人
の
早
期
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募

者
の
適
性
と
能
力
の
み
を
基
準
と
し

た
公
正
な
採
用
選
考
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

本
荘
（�
　
　�
　
３
４
２
１
）

２２

　

交
通
・
労
働
・
自
然
災
害
に
よ
り

父
ま
た
は
母
を
亡
く
し
た
り
、
著
し

い
障
害
者
と
な
っ
た
父
ま
た
は
母
を

も
つ
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
（
遺

児
）
を
養
育
し
、
県
内
に
居
住
し
て

い
る
方
（
保
護
者
）
に
は
、
次
の
援

護
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
見
舞
金　

災
害
で
遺
児
と
な
っ
た

　

と
き
、
遺
児
１
人
に
つ
き　

万
円

１０

◎
入
学
祝
金　

遺
児
が
小
学
校
・
中

　

学
校
に
入
学
し
た
と
き
、
１
人
に

　

つ
き
５
万
円

◎
激
励
金　

遺
児
１
人
に
つ
き
年
３

　

万
円

◎
卒
業
祝
金　

遺
児
が
義
務
教
育
を

　

終
了
し
た
と
き
、
１
人
に
つ
き
５

　

万
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
子
育
て
支
援

　

課
（�
　
　�
　
６
３
１
９
）
ま
た
は

２４

　
�
秋
田
県
災
害
遺
児
愛
護
会
（�

　

０
１
８　�
　
８
６
４　�
　
２
７
１
７
）

　

災
害
遺
児
を
支
援
す
る�
秋
田
県

災
害
遺
児
愛
護
会
は
、
基
金
の
運
用

益
と
寄
附
金
の
み
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
近
年
そ
の
ど
ち
ら
も
減
少

し
て
き
て
お
り
、
事
業
運
営
が
大
変

厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
寄
付
金
を
贈
ら
れ
る
場
合

■
秋
田
魁
新
報
社
を
通
じ
る
場
合

　

本
社
ま
た
は
各
支
局
に
申
し
出
て

　

く
だ
さ
い
。
魁
新
報
の
「
善
意
」

　

の
欄
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

■
銀
行
か
ら
送
金
す
る
と
き

　

手
数
料
無
料
の
専
用
振
り
込
み
用

　

紙
が
あ
り
ま
す
。

・
振
替
口
座　

秋
田
銀
行
県
庁
支
店

　
　

７
０
４
８
ま
た
は
北
都
銀
行
本

（普）

　

店　

３
１
７
０
０
１

（普）

■
直
接
持
参
す
る
と
き

　
�
秋
田
県
災
害
遺
児
愛
護
会
（
秋

　

田
市
旭
北
栄
町
１　�
　
５　

秋
田
県

　

社
会
福
祉
会
館
４
階　
�
０
１
８

　
　�
　
８
６
４　�
　
２
７
１
７
）

「
本
荘
都
市
計
画
区
域
」
を
変
更

関
係
図
書
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

現
場
は
そ
の
ま
ま
に
、
ま
ず
１
１
０
番
！

〜
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
届
出
を
〜

暮らしのお知らせ

災
害
遺
児
に
あ
た
た
か
い
手
を

援
護
給
付
金
事
業
に　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い　
　
　
　

平成１９年６月１日号　　広報ゆりほんじょう

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

６
月　

日
ま
で
期
限
を
延
長　

１１

事
業
主
の
皆
さ
ん

学
卒
求
人
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

災
害
遺
児
の
保
護
者
の
方
々
に

援
護
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

■採用人数　１人
■応募資格　年齢不問、看護師資格または准看護師
　　資格を有する方
■賃金　日額７，０００円
■勤務条件
　　①雇用期間　７月１日～１２月２８日（更新可）
　　②勤務地　特別養護老人ホーム「鳥寿苑」
　　　　（鳥海町伏見字久保７７）
　　③勤務内容　看護業務（デイサービスセンター）
　　④勤務時間　１日８時間（午前８時３０分～午後
　　　６時３０分までのうち、ローテーションにより
　　　時間調整）
　　⑤その他　社会保険、雇用保険あり
■試験方法　書類審査
■応募方法　６月１５日�まで、ハローワーク本荘で
　　発行する紹介状とともに履歴書を、鳥海総合支
　　所振興課へ提出してください。

応募・問い合わせ先
鳥海総合支所振興課（�５７－２２０１）

鳥寿苑看護師（臨時職員）を募集します



２５

　
　
「
日
本
三
大
長
谷
観
音
を
訪
ね
る

み
ち
（
約
７�
コ
ー
ス
）」
を
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
し
ま
す
。
参
加
者
全
員
に
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト�

▽
と
き　

６
月　

日�
　

午
前
９
時

１６

　
　

分
ス
タ
ー
ト

３０

▽
ス
タ
ー
ト
地
点　

道
の
駅
お
お
う
ち

▽
対
象　

小
学
生
以
上
先
着　

人
１００

▽
持
ち
物　

飲
料
水
ほ
か

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
由
利
地
域
振
興
局
健
康
・
予
防

　

課
（�
　
　�
　
４
１
２
２
）

２２

※
保
険
料
は
主
催
者
が
負
担
し
ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
へ
の
新
た
な
対
策

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
の

申
請
期
限
が
７
月
２
日
に
迫
っ
て
い

ま
す
。

　

次
の
と
お
り
申
請
書
の
出
張
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
協
な
ど
に
申
請
の
代
理
契
約
を
す

る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
と
き　

６
月　

日�
　

午
後
１
時

１２

　

〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
第
８
会
議
室

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
農
政
事
務

　

所
農
政
推
進
課
（�
０
１
８　�
　
８

　

６
２　�
　
５
７
２
０
）
ま
た
は
市
農

　

業
水
産
課
農
政
班
（�
　
　�
　
６
３

２４

　

５
３
）

※
出
張
受
付
に
は
印
鑑
・
預
金
通
帳

　

の
写
し
（
交
付
金
振
込
口
座
）・
農

　

地
台
帳
・
水
田
台
帳
（
共
済
引
受

　

台
帳
）・
農
業
経
営
改
善
計
画
書
を

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
く
歩
い
て
健
康
づ
く
り　
　

　
「
健
康
・
観
光
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

出
張
受
付
を
実
施
し
ま
す

総
合
体
育
館
作
業
停
電
の
た
め
午
前
休
館
（
　
時
〜
開
館
）�

12

総
合
体
育
館
休
館
日�

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会
　
登
録
料
あ
り�

　
時
〜
　
時
　
分�

18

19

30

ア�

Ｊ
Ｆ
Ｍ
Ｆ
お
別
れ
お
よ
び
見
送
り
会
（
地
下
会
議
室
）�

　
時
〜
　
時
　
分�

15

17

30

文�

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
青
少
年
武
道
（
銃
剣
道
）
錬
成
大
会�

８
時
〜
　
時�

第
　
回
本
荘
地
区
保
育
園
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

９
時
〜
　
時
　
分�

16

30

11

19

文�

総�

本
荘
由
利
中
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会�

８
時
〜
　
時
（
〜
　
日
）�

Ｊ
Ｆ
Ｍ
Ｆ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
説
明
会
お
よ
び
対
面
会�

（
地
下
会
議
室
）
９
時
〜
　
時�

18

24

12

文�

総�

ア�

本
荘
由
利
小
学
校
卓
球
大
会
　
８
時
〜
　
時�

「
学
園
都
市
由
利
本
荘
絆
の
里
づ
く
り
事
業
」�

ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室
　
参
加
料
あ
り
　
　
時
〜
　
時�

20

13

16

総�

本
荘
由
利
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
　
８
時
〜
　
時�

本
荘
由
利
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
合
評
会�

９
時
　
分
〜
　
時
（
〜
　
日
）�

20

30

17

17

文�

総�

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」（
文
化
会
館
）�

　
時
〜
　
時�

10

12

公�

文�

第
　
回
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
通
常
総
代
会
　
　
時
　
分
〜
　
時�

10

13

30

18

６月は　　�
「食育月間」です�
毎月19日は�
　　「食育の日」�

週１回は�
　家族そろって�
　　楽しい食卓を�

Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

と
こ
ろ　

鳥
海
山
百
宅
登
山
口
（
大
清
水
園
地
）

日　

程　

午
前
７
時　

分
〜
受
け
付
け
、
８
時
〜
安
全
祈
願
祭
、

３０

　
　
　
　

８
時　

分
〜
記
念
登
山
（
希
望
者
の
み
）

４５

　

※
記
念
登
山
に
参
加
す
る
方
は
、
昼
食
・
飲
料
水
、
雨
具

　
　
（
防
寒
具
）
な
ど
を
お
持
ち
の
う
え
、
登
山
に
適
し
た
服
装

　

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記
念
登
山
参
加
料　

現
地
集
合
者
／
千
円
、
送
迎
バ
ス
利
用
者

　
　
　
　

／
千
５
百
円
（
当
日
い
た
だ
き
ま
す
）

バ
ス
運
行　

午
前
６
時　

分
、
鳥
海
総
合
支
所
発
（
先
着　

人
）

３０

４０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

６
月　

日�
午
後
５
時
ま
で
、

１３

　
　
　
　

市
観
光
協
会
鳥
海
支
部
（
鳥
海
総
合
支
所
産
業
課
内

　
　
　
　
�
　
　�
　
２
２
０
５
）

５７

鳥
海
山
百
宅
口
夏
山
開
き

６
月

日

鳥
海
山
百
宅
口
夏
山
開
き　

６
月　

日　
１７１７

（日）（日）

時間　午前１０時～
場所　西目漁港（小雨決行）
内容　・稚魚の放流
　　　・釣り大会
　　　　　（西目漁港防波堤内）
　　　・魚つかみ取り
　　　　　（小学生のみ）
　　　・漁船による遊覧
　　　　（先着２４人）
　　　・はまなす太鼓
　　　・海産物直売コーナー
　　　・軽食コーナー
※遊覧は天候により中止の場
　合があります。

■稚魚の放流
　小学生以下の親子ペア先着
　５０組
■釣り大会
　豪華賞品あり�
※魚つかみ取りと遊覧は当日
　受け付けです。

西目漁港まつり実行委員会
（西目総合支所産業課内�
３３－４６１５）

西目漁港まつり

６月２３日（土）
第　２　回

参　加　者　募　集　！
（事前に申し込みが必要です）

申し込み・問い合わせ先

２４

▽
と
き　

６
月　

日�
・　

日�
・

２５

２６

　
　

日�
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後

２８

３０

　

３
時

▽
と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料　

各
千
円

▽
定
員　

各　

人
２０

▽
講
師　

ご
て
ん
ま
り
…
佐
藤
智
恵

　

子
さ
ん
、
阿
部
登
志
子
さ
ん
、
刺

　

し
子
…
井
上
由
美
子
さ
ん
、
佐
藤

　

久
子
さ
ん

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月　

日�
ま
で
、
観
光
振
興
課

１４

　
　
（�
　
　�
　
６
３
７
６
）

２４

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
ご

　

て
ん
ま
り
中
級
の
内
容
は
花
水
木

　

で
す
）

▽
と
き　

６
月　

日�
　

午
前　

時
〜

２０

１０

▽
と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
在
住
で　

歳
以
上
の
方

５８

▽
年
会
費　

３
千
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　
�
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（�
　
　�
　
２４

　

５
１
１
１
）

※
登
録
の
際
は
、
秋
田
銀
行
・
郵
便

　

局
・
秋
田
し
ん
せ
い
の
い
ず
れ
か

　

の
通
帳
の
口
座
番
号
が
必
要
で
す
。

　

会
場
は
い
ず
れ
も
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
、
受
講
料
は
無
料
。
対
象
は
、

就
職
を
希
望
す
る　

歳
台
の
方
で
す
。

６０

■
パ
ソ
コ
ン
活
用
簿
記
入
門
講
習

▽
と
き　

６
月　

日�
〜　

日�

１１

２２

▽
定
員　

先
着　

人
２０

■
住
宅
塗
装
講
習

▽
と
き　

７
月
９
日�
〜　

日�
２０

▽
定
員　

先
着　

人
１５

■
ご
て
ん
ま
り
民
芸
品
製
作
講
習

▽
と
き　

７
月　

日�
〜　

日�

２３

２７

▽
定
員　

先
着　

人
１５

■
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

▽
と
き　

７
月　

日�
〜
８
月
３
日�

２４

▽
定
員　

先
着　

人
２０

▽
各
種
講
習
の
申
し
込
み　

市
シ
ル

　

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
で
申
し
込
み
用

　

紙
に
記
入
の
う
え
、
提
出
を

▽
問
い
合
わ
せ
先　
�
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（�
　
　�
　
２４

　

５
１
１
１
）
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
本
荘
（�
　
　�
　
３
４
２
１
）

２２

　

愛
犬
と
一
緒
に
、
し
つ
け
技
術
の

基
本
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　

６
月　

日�
　

午
前
９
時

３０

　
　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

▽
と
こ
ろ　

由
利
本
荘
保
健
所
駐
車

　

場
（
雨
天
の
時
は
車
庫
内
）

▽
内
容　

動
物
を
飼
う
場
合
の
手
続

　

き
や
マ
ナ
ー
、
犬
の
し
つ
け
方
教

　

室
、
動
物
の
飼
い
方
・
病
気
・
手

　

入
れ
相
談
、
登
録
・
狂
犬
病
予
防

　

注
射
の
実
施

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月　

日�
ま
で
、�
県
獣
医
師

２５

　

会
由
利
支
部
事
務
局
・
佐
々
木

　

さ
ん
（�
　
　�
　
３
２
３
２
）

５３

※
未
登
録
犬
や
、
今
年
度
の
狂
犬
病

　

予
防
注
射
を
行
っ
て
い
な
い
犬
を

　

飼
っ
て
い
る
方
は
、
犬
を
連
れ
て

　

ご
来
場
く
だ
さ
い
。（
手
数
料
▽
登

　

録
…
３
千
円
、
狂
犬
病
予
防
注
射

　

…
３
千　

円
）

７０

総
合
体
育
館
休
館
日�

　：本荘公民館　　22－0900　　：本荘文化会館　　22－3033　　：アクアパル　　22－5611　　：市総合体育館　　62－0500文� ア�

小
林
正
観
さ
ん
講
演
会
　
　
時
〜
　
時
　
分�

18

19

40

ア�

加
藤
新
市
絵
画
展
（
地
下
会
議
室
）
９
時
〜
　
時
（
〜
　
日
）�

10

18

文�

第
　
回
水
道
週
間
記
念
講
演
会
　
　
時
〜
　
時
　
分�

14

15

30

49

ア�

電
波
利
用
保
護
旬
間
（
〜
　
日
）�

10

総�

県
銃
剣
道
連
盟
研
修
会
　
８
時
〜
　
時�

映
画
上
映
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
・
名
探
偵
コ
ナ
ン
」�

入
場
料
あ
り
　
①
９
時
　
分
〜
、
②
　
時
　
分
〜�

16

50

13

20

ア�

総�

総
合
体
育
館
一
般
開
放
日
　
８
時
〜
　
時�

21

総�

本
荘
由
利
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
　
８
時
〜
　
時�

旧
車
の
集
い 

Ｉ
Ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
　
入
場
料
無
料�

　
時
〜
　
時�

19

14

10

ア�

総�

県
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
本
荘
大
会
　
８
時
〜
　
時�

秋
田
商
業
高
校
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
７�

入
場
料
あ
り
　
　
時
〜
　
時�

19

16

14

文�

総�

公�

第
　
回
県
民
体
育
大
会
銃
剣
道
競
技
会
　
８
時
〜
　
時�

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」
９
時
〜
　
時�

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
「
ハ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
」
　
時
〜
　
時�

市
民
講
座
「
平
泉
に
学
ぶ
歴
史
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」�

受
講
料
無
料
　
　
時
　
分
〜
　
時�

第
　
回
由
利
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
　
入
場
料
あ
り�

　
時
〜
　
時�

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会
　
登
録
料
あ
り�

　
時
〜
　
時
　
分�

16

37

1519

13

34

15

30

13

27

16

14

15

30

14

文�

ア�

ア�ア�

総�

公�

文�

算
定
基
礎
届
事
務
説
明
会
　
　
時
　
分
〜
　
時�

30

16

13

税�
７
月
２
日
　
は
市
県
民
税
①
、
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
。�

(月)

平成１９年６月１日号　　広報ゆりほんじょう

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ご
て
ん
ま
り
・
刺
し
子
教
室
（
初
級
・
中
級
）

ごてんまり

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
登
録
説
明
会　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の　

技
能
講
習
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

犬
好
き
の
人
、
み
ん
な
集
ま
れ
！

「
わ
ん
わ
ん
ス
ク
ー
ル
」
開
催

教科書の見本を展示します
　平成２０年度に使用する教科書を、実際に手に
取ってご覧いただけます。

▽とき　６月１５日�～７月２日�
　　　　午前９時３０分～午後５時
※日曜日は休館します。また、６月２９日�は閲覧
　できません。

▽ところ　本荘教科書センター（本荘図書館内）

▽問い合わせ先　市教育研究所（�２２－２７０７）

刺し子



２７ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

　　「おくやみ」「お誕生」欄に掲載を希望
される方は、市民生活課または各総合支所
市民課、出張所窓口にお申し出ください。

小　野　 椿 　 綺 ちゃん（光明さん）水林
つば き

佐々木　 理 　 桜 ちゃん（夢司さん）出戸町
り お

熊　田　 叶 　 絢 ちゃん（優也さん）中梵天
の あ

長　澤　　　 想 ちゃん（辰徳さん）御門
そう

齋　藤　 康  太  郎 ちゃん（康夫さん）古雪町
こう た ろう

佐々木　　　 怜 ちゃん（良英さん）石脇
れん

櫻　庭　 春 　 音 ちゃん（　斉　さん）川口
はる ね

小田嶋　 桜  太  郎 ちゃん（　佑　さん）東梵天
さく た ろう

菊　地　　　 葵 ちゃん（正友さん）石脇
あおい

梶　原　 理 　 暖 ちゃん（秀�さん）大鍬町
り のん

土　田　 彩 　 乃 ちゃん（友和さん）矢島町七日町
あや の

三　浦　 小 　 春 ちゃん（　亮　さん）大水口
こ はる

阿　部　さくらちゃん（信人さん）岩谷町
伊　藤　 和 　 真 ちゃん（和喜さん）岩谷町

かず ま

小　松　 愛 　 來 ちゃん（　亨　さん）岩谷麓
あい ら

小　野　 暖 　 汰 ちゃん（吉則さん）東由利老方
ひな た

大　谷　 大 　 翔 ちゃん（　�　さん）西目町沼田
ひろ と

鷹　島　 彩 　 妃 ちゃん（信明さん）西目町出戸
さ き

今　野　 愛 　 咲 ちゃん（真悟さん）鳥海町下笹子
あい しゃ

原　田　 七 　 星 ちゃん（恵一さん）鳥海町才ノ神
なな と

〈５月１日～１５日受付分〉

おくやみ申し上げます

■第１回「健康大ボウリング大会」参加者募集！

▽とき…６月１７日�　午前９時～午後５時
　　（午前の部・午後の部、各２グループず
　　つ実施）

▽ところ…はまなすファミリーボウル

▽募集チーム…６４チーム（４人１組）

▽参加資格…フリー

▽会費…１チーム８千円

▽申し込み・お問い合わせ…６月１０日�　ま
　　で、「道の駅」にしめ（�３３－４２６０）
■精神障害者社会復帰施設「和」
　スポーツレクリエーション大会参加者募集！

▽とき…６月２３日�　午前９時３０分～午後２時

▽ところ…南内越コミュニティー広場

▽内容…グラウンドゴルフ（雨天時は体育館で）
※参加料無料で、昼食も準備してあります。

▽お問い合わせ…（医）荘和会　精神障害者社
　　会復帰施設「和」阿部さん（�２４－０７５３）
■育児サークル「新婦人親子リズム会」
　体験会＆会員募集！（体験会無料）

▽とき…６月７日�、１４日�
　　午前１０時３０分～正午

▽ところ…広域交流センター多目的ホール

▽内容…リズム体操、手遊び、絵本

▽持ち物…タオル、飲み物、お皿

▽対象…０歳から就学前までの幼児と保護者

▽お問い合わせ…近藤さん（�２４－２７６７）
■「いっしょにあそぼ」会員募集！

▽とき…６月７日�　午前１０時～正午

▽ところ…鶴舞会館（毎月１回開催）

▽お問い合わせ…東海林さん（�２４－０７４９）

高　島　直　樹さん（５９歳）船ヶ台
木　對　良　助さん（８１歳）出戸町
高　橋　久　直さん（８１歳）赤田
浅　香　幸　夫さん（７１歳）中町
佐　藤　政　治さん（７６歳）鮎瀬
井　島　久三郎さん（８９歳）小人町
佐　藤　太　七さん（８５歳）芦川
佐々木　孝　啓さん（１８歳）親川
工　藤　兼　治さん（８４歳）玉ノ池
三　森　正　夫さん（７９歳）石脇
初　�　直　子さん（６１歳）赤田
田　口　幸　二さん（７５歳）山田
佐　伯　好　子さん（６３歳）石脇
保　科　和　子さん（７０歳）石脇
佐　藤　チ　セさん（８０歳）西梵天
佐　藤　建　雄さん（７５歳）神沢
西　村　利　夫さん（８２歳）谷地町
齋　藤　　　新さん（７４歳）内黒瀬
三　浦　良　�さん（７９歳）矢島町矢島町
佐　藤　　　清さん（８６歳）矢島町荒沢
土　田　賢一郎さん（８３歳）矢島町七日町
金　澤　ミサヲさん（８４歳）矢島町七日町
佐　藤　タケヨさん（９５歳）矢島町新荘
�　野　　　�さん（８２歳）岩城内道川
�　川　正　市さん（８１歳）岩城内道川
田　川　リ　ヨさん（８７歳）南福田
太　田　ユリ子さん（７４歳）前郷
�　橋　アツ子さん（８６歳）曲沢
佐　藤　鉄　男さん（７９歳）町村
鈴　木　　　清さん（８３歳）小栗山
佐々木　文　夫さん（７３歳）平岫
大　野　隆　子さん（６６歳）中館
遠　藤　一　美さん（７１歳）米坂
遠　藤　新　藏さん（７８歳）長坂
藤　田　シ　ナさん（７８歳）岩谷町
伊　藤　キ　ヨさん（８２歳）岩谷町
佐々木　トキヱさん（８５歳）高尾
�　橋　和　男さん（６８歳）中田代
�　橋　俊　一さん（７６歳）東由利舘合
佐々木　源次郎さん（８４歳）東由利老方
佐々木　彌一郎さん（９０歳）東由利老方
佐　藤　タミエさん（９５歳）東由利舘合
佐　藤　三　郎さん（７８歳）西目町海士剥
高　橋　�　太さん（７８歳）鳥海町上笹子
鈴　木　�　助さん（６７歳）鳥海町上笹子
三　船　サカヱさん（９１歳）鳥海町小川
小　沼　ソ　マさん（８２歳）鳥海町上笹子
豊　島　ト　キさん（８１歳）鳥海町上川内
佐　�　敦　士さん（５１歳）鳥海町下直根

〈５月１日～１５日～１５日受付分〉

　社会人野球の第32回全日
本クラブ選手権 1次予選秋田
県大会の準決勝、決勝が 5 月
21日に行われ、チーム結成 2
年目の由利本荘ベースボール
クラブが初優勝を飾りました。
　同クラブは、6月22日から
24日に宮城県（フルキャス
ト宮城、愛島球場）で行われ
る 2次予選東北大会に出場し
ます。

初優勝の由利本荘
ベースボールクラブ

最優秀選手賞に輝いた
篠田投手　　　　　　

２６平成１９年６月１日号　　広報ゆりほんじょう

※７月１日号に掲載希望の原稿は６月１５日
　（金）が締め切りです。

■宿河川公園「鯉のぼり」ご提供のお礼
　このたび、たくさんの市民の皆さまから「鯉
のぼり」を寄贈していただき、ありがとうござ
いました。心よりお礼申し上げます。（宿自治会）

■加藤新市絵画展を開催します

▽とき…６月６日�～１０日�　午前９時３０分～
　　午後６時（最終日は午後４時まで）

▽ところ…本荘文化会館　地階ギャラリー

▽お問い合わせ…加藤さん（�２３－４８３３）
■バイオディーゼルレーシングクラブ
　参加者募集！

▽とき…６月１０日�　午前１０時～

▽ところ…田口宅（石脇字山ノ神）
▽対象…ディーゼル車所有の方

▽申し込み・お問い合わせ…田口さん（�０９０
　　－１３７７－２２４８）
■茶道裏千家秋田支部茶会を開催します

▽とき…６月１０日�　午前９時３０分～午後２時３０分

▽ところ…ホテルアイリス　　 ▽会費…１，３００円

▽申し込み・お問い合わせ…渡辺さん（�２２－２８３２）
■「油絵を楽しむ会」絵画展開催のお知らせ

▽とき…６月１３日�～２２日�　午前９時～午後
　　５時（最終日は午後３時まで）（入場無料）

▽ところ…西目公民館シーガル・ギャラリー

▽お問い合わせ…「油絵を楽しむ会」小野さん
　　　（�３３－２７４４）

■佐々木青洋遺墨展を開催します

▽とき…６月１５日�～２０日�　午前９時～午後
　　５時（最終日は午後３時まで）

▽ところ…秋田市　アトリオン２階（入場無料）

▽お問い合わせ…茜谷さん（�２２－１３７０）
■子育てサロン「なかまっ子」参加者募集！

▽とき…６月１６日�　午前１０時～正午

▽ところ…鶴舞会館　運動室

▽内容（対象）…ミニ運動会（親と子、祖父母と
　　孫などのほか、どなたでも）　※参加費無料

▽申し込み・お問い合わせ…６月１１日�まで、
　　市社会福祉協議会本荘支所（�２４－３６３４）
■コロニー祭を開催します！

▽とき…６月１７日�　午前１０時～午後２時

▽ところ…コロニー「中央公園」
　　　（雨天時はコロニー体育館）

▽内容…（演芸の部）歌謡ショー・民族音楽演
　　奏・演芸など、販売会と出店もあります。

▽お問い合わせ…秋田県心身障害者コロニー　
　　管理課（�３３－２２５５）
■「本荘由利卓球大会」参加者を募集します

▽ところ…市総合体育館

▽申し込み…６月７日�まで、郵送（〒０１５－
　　０８１７　由利本荘市中町１０　�本間印刷所
　　内本荘由利卓球協会あて）かメール
　　　（hytta2006@yahoo.co.jp）で

▽お問い合わせ…篠田さん（�０９０－８６１５－
　　４４５３）
（第５回本荘由利ラージボール卓球選手権大会）

▽とき…６月１６日�　午前８時開場

▽種目…ダブルス　　 ▽参加料…１組１，０００円

▽参加資格…高校３年生以上の卓球愛好者
（第３７回本荘由利小学校卓球大会）

▽とき…６月１７日�　午前８時開場

▽種目…小学校４～６年生の学年・男女別

▽参加料…１人４００円

▽参加資格…本市・にかほ市の小学生

　津軽を代表する 5大
民謡（じょんから節、
あいや節、小原節、よ
され節、三下り）の全
国大会が 5月 5日、弘
前市で行われ、「津軽あ
いや節」の部門で岡本
フキ子さん（二十六木）
が見事優勝に輝きまし
た。栄冠を手に市役所
を訪れた岡本さんは、
「多くの民謡ファンが
詰めかけた会場で思い
のほか声が良く出て、
思いっきりうたうこと
ができました」と喜び
を語りました。

喜
び
の
岡
本
さ
ん

「津軽あいや節」で
岡本さんが優勝　　

　松永フミさん（明
治40年 5月20日 生
まれ、大谷）に、市
から賀詞と長寿祝金
が贈呈されました。
　これからもお元気
でお過ごしください。


